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おめでた（陛）
　　　　　　　　　　　　　（生年月日）
章裕ちゃん　佐藤俊夫さんの三男（天水越）3・6・19

　
航
年
美
4
映
　
内
　
竹
（坂中糀屋）

お《栖み（露亡）

南雲機一さん　64歳（西之前）新屋

田中チヨさん　79歳（坂　中）新屋

※7月1日から31日までの届出分です。
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町大リリ会町真、7
ハ
ビ
リ
教
室
（
す
こ
や
か

ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム

厳
寺
高
原
・
2
5
日
も
有
）

▼
8
月
の
予
定

3
日
　
真
夏
か
ま
／
・
ら
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5
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ま
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浦
田
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7
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リ
ハ
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教
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合
同
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日
　
立
候
補
予
定
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説
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会
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真
夏
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雪
ま
つ
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町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

（死亡年月日）
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題：お城

鱒雰鰍濡嘱難論窓です）

6　年
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ー
ジ
カ
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上
演

6
日
　
第
4
回
な
が
な
わ
と
び
大
会

H
日
　
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

14

日
　
町
消
防
団
想
定
演
習

16

日
　
議
会
臨
時
会
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日
　
第
7
回
町
民
つ
な
引
き
大
会

23
日
　
国
保
運
営
協
議
会

26
口
　
防
除
班
長
会
議
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H
　
献
血
（
浦
田
・
松
里
）
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U
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成
2
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周
年
記
八
・
心
大
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年
金
相
談

制
H
　
農
業
委
員
会
総
会

広
報
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つ
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や
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八
月
号

平
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三
年
八
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
六
－
一
二
一
一
二
一

編
集
／
総
務
課

八
月
一
日
の
人
口

総
人
目
／
三
、
七
七
〇
（
▲
三
）

　
　
男
／
一
、
八
四
三
（
▲
一
）

　
　
女
／
一
、
九
二
七
（
▲
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
六
九
（
　
O
）

（
）
内
は
七
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

　
七
月
は
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
メ
イ
ン
の
町

民
体
育
大
会
が
中
止
に
な
り
少
し
残

念
で
し
た
。

　
地
区
．
こ
と
に
何
回
も
練
習
し
、
大

会
当
口
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
が
、
天
の
気
ま
ぐ
れ
に
は
勝

て
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
用
意
さ
れ
た
道

具
・
テ
ン
ト
・
白
線
を
見
る
と
、
何

日
も
前
か
ら
準
備
し
て
い
た
人
た
ち

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
八
月
は
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
。

　
お
盆
を
迎
え
る
と
町
の
人
口
は
倍

増
し
ま
す
。

　
松
之
山
の
道
に
不
慣
れ
な
県
外
ナ

ン
バ
ー
の
車
が
多
数
入
っ
て
き
ま
す

の
で
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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編
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記
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新しい議員の皆さんを

　高橋　洋一　　　　高橋　英一
①湯本　②40歳　　　　①中尾　②57歳
③会社役員　④1回　　③農業　④5回

一飾』　 』
　本山一夫
①田麦立②64歳
③農業④3回

田辺尚二
①松之山　②69歳

③無職④4回

嘱

　
　
歳
回

　
貞
輸
－

　
幸
②
④

愈
島
員

、
塚
之
社

　
石
湯
会

　
　
①
③

　
．
壕
回

　
慎
②
3

塗
　
　
④

　
辺
山

　
田
纏

　
　
①
③

　
歳
安
64
回

定
②
3

　
　
④

　
島
橋
水
業

高
天
農

　
①
③

勲
歳
回

　
5
9
4

　
②
④

谷
倉
業

関
黒
農

　
①
③

ご紹介します。

今回当選され、今後4年間、町議会0）
議員として活躍が期待されています皆さ
んをご紹介します。①は住所、②は年齢、

③O、よ職業、④は当選回数です。届け出順

に掲械しました。敬称略Q

　
歳

治
6
9
回

大
②
m

　
　
④

　
越
藤
水
業

佐
天
農

　
①
③

　　讐

村山正英
①橋詰　②62歳

③農業④6回

志
歳
回

里
6

1
3

　
②
④

山
倉
業

村
赤
農

　
①
③

　
　
歳

　
夫
5
8
回

　
保
②
3

2
塚
池
④

　
野
蝦
業

－
小
灘

　
歳
郎
64
回

得
②
2

　
　
④

　
前
雲
之
業

南
西
農

　
①
③

　
　
三
歳
回

　
　
良
騙
3

2
②
④

　
　
沢
梨
業

　
　
相
水
農

　
　
　
①
③

3

村山政光氏5選を飾る
　　　　　　　　　新人の小野塚氏善戦及ばず

5選を飾った

村山政光氏

新定数14名に現職12名

　　新人2名が決まる
　
任
期
満
．
」
に
伴
う
町
．
長
．
町
議
会

議
員
選
挙
は
八
月
．
．
卜
六
日
に
告
示

さ
れ
、
町
．
長
に
．
、
名
、
町
畿
会
議
H
ハ

に
ト
四
名
が
蹉
候
補
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
か
ら
定
数
が
．
、
名
減

員
と
な
っ
た
町
議
会
議
員
選
挙
は
無

投
票
が
確
定
し
、
現
職
卜
．
、
名
、
新

人
．
一
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
町
．
長
選
挙
は
当
初
無
投
票
の
公
算

が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
人
の
小

野
塚
嘉
男
氏
が
就
候
補
を
表
明
し
、

卜
六
年
ぶ
り
の
町
、
長
選
挙
と
な
り
ま

し
た
。

　
1
し
我
）
寸
－
交
℃
島
よ
q
明
卜
』
＼

　
見
玲
0
率
一
．
止
）
↓
5
レ
ー
・
　
ノ

年
問
の
実
績
を
訴
え
、
町
内
外
各
層

の
応
援
な
ど
を
受
け
て
組
織
戦
を
展

粥
し
ま
し
た
。

　
小
野
塚
嘉
男
氏
は
無
投
票
多
選
を

批
判
し
、
町
民
と
の
話
し
合
い
行
政

な
ど
を
訴
え
な
が
ら
指
．
小
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
八
月
、
二
卜
．

日
午
前
し
時
か
ら
町

内
卜
四
か
所
で
投
票
が
始
ま
り
、
午

後
六
時
に
は
投
票
が
終
り
ま
し
た
。

村山　政光 当1，821票 68．72％

小野塚嘉男 829票 31．28％

合　　　計 2，650票 100％

最終有権者数 3，045人

投票者総数 2，697人

有効投票者数 2，650人

無効投票者数 47人

投　票　率

男　88．73％

女　88．43％

計　88．57％

　　　　　　　　　　　　　差村’　しカ｛場　 ま糸冬田fとが（ノ）カ｛町長選挙の結果（南1）　　　　1蔓制騎た見の開し才姐蛙不副讐颪

　　　　当111鯉搬蕪1熱欝

　　　　　　　　　　　　批ま票確　ら人よ　にか選しま＼川町長選挙の結果（血2）　　　　　誉1晃実奪　農藪護　甑遂を廷斜！l

　　　　　　　　　　　　　O　　　　　、
声
に
耳
を
傾
け
、
町
の
発
展
の
た
め

尽
力
し
た
い
。
開
発
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、

あ
る
い
は
し
っ
か
り
と
し
た
開
発
の

た
め
の
L
・
下
水
道
、
道
路
な
ど
生

活
関
連
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
四
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
小
野
塚
氏
も
善
戦
し
ま
し
た
が
、

現
職
の
壁
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
当
選
さ
れ
た
方
々
の
任
期
は
、

町
長
が
平
成
三
年
九
月
十
口
か
ら
平

成
七
年
九
月
九
日
ま
で
、
町
議
会
議

員
が
平
成
三
年
九
月
六
口
か
ら
平
成

七
年
九
月
五
H
ま
で
の
四
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
九
月
二
日
に
は
、
町
長
と
町
議
会

議
員
に
当
選
し
た
方
々
に
当
選
証
書

が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
十
日
に
は
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
議
会
構

成
が
決
ま
り
ま
す
。
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璽

1タ　マ

勇壮な太鼓と華麗な踊りでオー一ブニングを飾った自由の森学園のみなさん

　
　
お
盆
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
人
厳

芋
高
原
真
夏
の
噌
冨
ま
つ
り
が
、
八
月

卜
四
H
盛
人
に
開
催
さ
れ
圭
し
た
。

　
今
年
は
埼
．
k
県
飯
能
市
に
あ
る
自

山
の
食
．
薗
の
方
々
が
、
太
鼓
と
踊

り
で
オ
ー
ゾ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
噺
『
卜
．
人
鼓
の
．
男
壮
》
．
」
と
華
．
麗
な
踊

り
に
、
訪
れ
た
観
光
客
や
地
．
兀
の
方

た
ち
は
盛
ん
な
拍
r
を
送
り
ま
し
た
．

　
午
前
卜
一
時
過
ぎ
よ
り
雪
L
広
場

で
競
技
や
ゲ
ー
ム
が
開
始
涛
．
」
れ
、
待

ち
か
ね
て
い
た
公
．
’
加
者
が
次
々
に
噌
聖

L
に
あ
が
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
競
技
は
．
嫌
，
L
馬
そ
り
リ

レ
ー
」
で
、
．
．
一
名
が
ソ
リ
に
襲
り
一

名
が
綱
を
引
張
り
、
　
一
周
ご
と
に
引

張
り
r
が
交
代
し
ま
す
。

　
自
由
の
森
桝
、
r
園
の
方
々
も
参
加
し

ま
し
た
が
、
残
今
心
な
が
ら
一
回
戦
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
折
り
返
し
の
と
こ
ろ
が
な
か
な
か

難
し
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
し
た
チ

ー
ム
が
ト
。
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
．
雪
L
綱
引
き

大
会
」
は
、
男
性
』
一
名
・
女
性
二
名

で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ハ
ダ
シ
で
綱
を

引
張
り
表
し
た
。

　
縞
を
引
く
直
前
ま
で
は
弔
，
の
冷
た

さ
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
引
張

り
始
め
る
と
冷
た

さ
を
忘
れ
て
…
生

懸
命
引
い
て
い
ま
し
た
。

　
．
一
の
競
捧
侠
に
も
－
目
由
の
木
林
以
チ
園
の

方
〃
、
が
ニ
チ
ー
ム
参
加
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
『
回
戦
で
負
け
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
終
る
と
、
．
再

び
自
由
の
森
学
園
の
太
鼓
と
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
、

　
三
人
｝
組
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
三

卜
秒
交
代
で
頑
径
五
f
㎝
の
雪
穴
を

日ト

く
地
面
ま
で
掘
る
「
雪
中
穴
掘
り

ゲ
ー
ム
」
は
、
固
く
締
っ
た
雪
を
四

苫
八
苫
し
な
が
ら
掘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
．
f
ど
も
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
を
使
う

の
が
お
も
し
ろ
い
ら
し
く
、
あ
ち
こ

ち
穴
を
掘
っ
た
り
、
親
が
掘
っ
た
穴

に
入
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
ど
り
し
は
参
加

者
が
多
く
、
つ
か
ま
え
ら
れ
な
か
っ

〆
　
　
’
菊

ソリに乗って喜ぶ子どもたち

4

た
子
ど
も
た
ち
の
残
念
が
る
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。

　
O
×
式
の
ク
イ
ズ
で
、
一
問
、
こ
と

に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
「
雪
上

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
も
好
評
で
し
た
。

　
全
ゲ
ー
ム
が
終
了
す
る
と
雪
L
広

場
が
開
放
さ
れ
、
帰
省
客
や
子
ど
も

た
ち
は
ソ
リ
に
乗
っ
た
り
、
雪
合
戦

を
し
た
り
と
大
喜
び
で
し
た
。

　
町
青
年
団
や
商
工
会
で
出
し
た
各

種
売
店
に
は
一
日
中
行
列
が
で
き
、

担
当
者
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な

が
ら
注
文
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

聰

心
．

　
最
後
に
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
が

あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ド
の
ナ
ン
ベ

ー
が
呼
ば
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。

　
抽
選
に
当
っ
た
約
一
〇
〇
人
の
方

は
、
野
鳥
こ
け
し
や
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ

ト
な
ど
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
雪
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
帰
省

す
る
方
も
お
り
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

や
霧
の
大
量
保
存
な
ど
を
．
L
夫
し
て
、

］
年
中
雪
に
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

組
め
る
と
良
い
で
す
ね
。

　　　　’　． 逆〆－　町
ちびっこチームが大活躍した雪上馬そりリレー

勝

、

雪の冷たさが気持ち良い？雪上綱引き大会

｝、

1’

r　　　蝋

、

♂ノ

ノγ／
．
し
雲

■

恐山を思わせるほど上手に積上げ

られた雪の塔

子どもたちも真似をして作ってい
ました。

　
ゴ
　
躍

　
～鱒概趣｝

、

≦
弩

なかなか地面がでてこない雪中穴掘りゲーム

敏

5
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｛

＆
・

2
隻
　
，
．

釧
、
欝
灘
灘
蕊
灘
轟

砕
講
鞭
糠
難
縦
臨
繋
隷
露

と
温
泉
に
つ
か
り
ま
し
た
，

　
残
さ
れ
た
六
⇔
組
は
怒
り
を
雨
，
の

k
に
込
め
、
　
。
細
づ
つ
オ
オ
カ
、
、
、
の

ぬ
い
ぐ
る
み
を
め
が
け
て
力
、
杯
投

げ
玄
し
た
。

　
当
た
る
と
野
鳥
．
」
け
し
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
の
で
、
逃
げ
ま
わ
る
オ

ヰ
カ
ミ
に
な
ん
と
か
当
て
よ
う
と
頑

撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
の
参
加
者
が
一
チ

！
ム
も
な
く
残
八
，
心
で
し
た
が
、
来
年

は
ぜ
ひ
と
も
参
、
加
し
て
く
だ
さ
い
。

勲
鱗
翠
毒
．
㌧

　
轡
、

ノ　戦擁

藩謬
“

　
八
月
、
一
レ
四
H
～
二
卜
、
κ
H
に
、

リ
ゾ
ー
ト
指
定
市
町
村
を
ま
わ
り
な

が
ら
ゲ
ー
ム
を
す
る
リ
ゾ
ー
ト
縦
断

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
、
一

卜
四
口
午
後
．
．
一
時
よ
り
人
厳
孝

高
原
で
ゲ
ー
ム
m
が
行
わ
れ
、
遊
歩

道
を
散
策
し
な
が
ら
四
つ
の
関
所
を

通
過
し
得
点
と
時
間
を
争
い
ま
し
た
。

　
駐
車
場
を
ス
タ
！
ト
す
る
と
す
ぐ

に
第
一
の
関
所
。

　
二
種
類
あ
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
か
ら

一
つ
を
選
び
当
た
る
と
得
点
、
　
は
ず

れ
る
と
罰
ゲ
ー
ム
の
ジ
ャ
ン
ボ
す
べ

り
台
へ
。

　
第
二
の
関
所
は
越
乃
寒
梅
と
噌
，
中

梅
の
飲
み
あ
て
で
、
、
布
望
者
は
、
、
、
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
水
道
水
の
飲
み

あ
て
を
し
ま
し
た
。

　
酒
の
飲
み
あ
て
も
水
の
飲
み
あ
て

も
正
解
率
は
半
分
位
で
、
特
に
簡
単

と
思
わ
れ
た
水
の
飲
み
あ
て
の
．
止
解

率
が
予
想
よ
り
悪
か
っ
た
の
で
お
ど

ろ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
，

　
第
．
二
の
関
所
は
野
鳥
こ
け
し
の
名

前
あ
て
ク
イ
ズ
で
す
。

　
正
解
数
に
応
じ
て
得
点
を
も
ら
い

ま
し
た
、

　
第
四
の
関
所
は
丸
太
の
早
切
り
競

争
で
す
。

　
直
径
八
～
、
O
㎝
位
の
丸
太
を
早

く
切
り
、
タ
イ
ム
に
応
じ
て
得
点
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　
規
定
時
問
内
に
切
れ
な
か
っ
た
チ

ー
ム
は
、
罰
ゲ
ー
ム
と
し
て
薪
は
．
｝

び
を
し
圭
し
た
。

　
参
加
、
O
O
組
の
う
ち
先
行
四
〇

組
は
勝
者
の
点
口
ひ
々
．
味
わ
う
た
め
、

湯
本
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
ゆ
っ
た
り

り
希
　
、
、
幽

罰ゲームのジャンボすべり台に喜ぶ参加者

f蝉

奪
．
4
．
振
・
．
嘩
歪

▼
－

レ、
≠
庵

　
　
い
　
ロ
　
ロ

　
逼

も3

丸太を半分ほど切ったと二ろで時間切れ

この後罰ゲームとして、薪を一束はこびました
意外に難しかった水の飲みあて

　　ゆ
4ブロックに39チームが参加

鎌
、獲騨

　
八
月
卜
八
日
（
日
）
町
民
体
育
館

で
、
松
之
山
町
農
協
ヒ
催
の
第
四
回

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
八
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
男
女
混
へ
ロ
ブ
ロ
ッ
ク
に
ト
ー
四
チ
ー

ム
、
女
性
ゾ
ロ
ッ
ク
に
六
チ
ー
ム
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
ヒ
チ
ー
ム
、

准
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゾ
ロ
．
ッ
ク
に
ト
．
．
チ

ー
ム
の
．
、
一
卜
九
チ
ー
ム
が
参
、
加
し
ま

し
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
球
よ
り
も
少
し

大
き
め
で
す
が
、
ゴ
ム
製
の
、
袈
ら
か

い
ボ
ー
ル
な
の
で
．
r
ど
も
か
ら
高
齢

以
臼
ま
で
、
黙
木
し
め
ま
す
。

　
試
合
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
・
レ
選
が

行
わ
れ
、
勝
っ
た
チ
ー
ム
は
決
勝
卜

ー
ナ
メ
ン
ト
ヘ
進
み
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
や
准
フ
ァ

ミ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
が
参
．
加
し
、
一
生
懸
命
ボ
ー

ル
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
賞
を
め
ざ
し
て
わ
ざ

わ
ざ
負
け
る
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た

が
、
．
』
セ
ッ
ト
日
の
、

点
差
圭
で
追

い
っ
い
て
し
ま
い
冷
汗
も
の
の
負
け

方
で
し
た
。

　
必
ず
．
二
回
で
．
返
球
す
る
ル
ー
ル
と
、

．
来
ら
か
い
ボ
ー
ル
は
思
わ
ぬ
方
向
へ

飛
ん
で
い
く
の
で
接
戦
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
．
γ
選
が
終
る
レ
L
、
．
r
ど
も
た
ち
の
ジ

V
、
／
ケ
ン
人
会
が
始
ま
り
、
一
回
ご

と
に
L
八
き
な
歓
声
が
体
育
館
内
に
響

き
長
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
る
と
、

．
宋
ら
か
い
ボ
ー
ル
と
．
、
一
回
返
球
制
に

馴
れ
た
の
か
、
長
い
ラ
リ
ー
や
ス
パ

イ
ク
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

親子で助けあった

　　ファミリーブロック

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
成
績
及
び
ジ
ャ
ン

ケ
ン
人
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

▼
男
女
混
合
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
束
川
4
号
芳
ー
ム

．
．
位
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
チ
ー
ム

一
』
位
　
藤
日
会
か
か
あ
．
友
．
ト
チ
ー
ム

〃
　
　
サ
で
ン
は
2
V
チ
ー
ム

▼
女
性
ブ
ロ
ッ
ク

．
位
ア
タ
ッ
ク
臨
ー
チ
ー
ム

．
．
位
　
浦
田
B
チ
ー
ム

．
、
。
位
　
親
．
r
鳩
チ
ー
ム

〃
　
　
ソ
レ
ン
ズ
チ
ー
ム

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ツ
ク

一
位
　
藤
H
会
小
粒
チ
ー
ム

．
、
位
　
み
な
y
．
」
ん
に
華
を
そ
え
ま
す

　
　
　
チ
ー
ム

．
．
、
位
　
ド
γ
ア
イ
タ
ー
ズ
チ
ー
ム

〃
　
L
蝦
池
C
チ
ー
ム

▼
准
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ツ
ク

　
　
　
お
っ
と
っ
と
チ
ー
ム

　
　
　
コ
ガ
ネ
モ
チ
チ
ー
ム

　
　
　
L
鰍
池
F
チ
ー
ム

　
　
　
ま
あ
い
や
ネ
チ
ー
ム

▼
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

．
位
　
小
野
塚
　
恵
・
、
」
ん
（
東
川
）

．
．
位
　
小
野
塚
ゆ
き
み
さ
ん
（
藤
倉
）

．
．
．
位
　
高
橋
利
一
君
（
．
人
水
島
）

実力が伯仲していた女性ブロック
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｛

＆
・

2
隻
　
，
．

釧
、
欝
灘
灘
蕊
灘
轟

砕
講
鞭
糠
難
縦
臨
繋
隷
露

と
温
泉
に
つ
か
り
ま
し
た
，

　
残
さ
れ
た
六
⇔
組
は
怒
り
を
雨
，
の

k
に
込
め
、
　
。
細
づ
つ
オ
オ
カ
、
、
、
の

ぬ
い
ぐ
る
み
を
め
が
け
て
力
、
杯
投

げ
玄
し
た
。

　
当
た
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野
鳥
．
」
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プ
レ
ゼ

ン
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の
で
、
逃
げ
ま
わ
る
オ

ヰ
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ミ
に
な
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当
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よ
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と
頑
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ま
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。
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！
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八
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ひ
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も
参
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勲
鱗
翠
毒
．
㌧

　
轡
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ノ　戦擁

藩謬
“
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～
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縦
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。
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．
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。
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。
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梅
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ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
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道
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の
飲
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あ
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し
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。
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簡
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れ
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あ
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止
解

率
が
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よ
り
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か
っ
た
の
で
お
ど
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い
て
し
ま
い
ま
し
た
，
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．
二
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の
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で
す
。
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し
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。
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。
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．
｝

び
を
し
圭
し
た
。
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加
、
O
O
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の
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先
行
四
〇
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．
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め
、
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で
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た
り
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．
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催
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催
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。
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．
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．
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は
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進
み
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し
た
。

　
フ
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ブ
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や
准
フ
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に
は
小
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な
子
ど

も
た
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が
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加
し
、
一
生
懸
命
ボ
ー

ル
を
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い
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た
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ま
た
、
特
別
賞
を
め
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し
て
わ
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負
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る
チ
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が
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り
ま
し
た

が
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の
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差
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い
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い
て
し
ま
い
冷
汗
も
の
の
負
け
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で
し
た
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必
ず
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で
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返
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す
る
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と
、

．
来
ら
か
い
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は
思
わ
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方
向
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飛
ん
で
い
く
の
で
接
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が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
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γ
選
が
終
る
レ
L
、
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r
ど
も
た
ち
の
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V
、
／
ケ
ン
人
会
が
始
ま
り
、
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回
ご

と
に
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な
歓
声
が
体
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に
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た
。
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一
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の
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ク
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れ
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し
た
。
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の
成
績
及
び
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ケ
ン
人
会
の
結
果
は
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。
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一
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ム
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．
位
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シ
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カ
リ
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ム

一
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位
　
藤
日
会
か
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あ
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友
．
ト
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ム
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サ
で
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V
チ
ー
ム

▼
女
性
ブ
ロ
ッ
ク

．
位
ア
タ
ッ
ク
臨
ー
チ
ー
ム

．
．
位
　
浦
田
B
チ
ー
ム

．
、
。
位
　
親
．
r
鳩
チ
ー
ム

〃
　
　
ソ
レ
ン
ズ
チ
ー
ム

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ロ
ツ
ク

一
位
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会
小
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に
華
を
そ
え
ま
す
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γ
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ズ
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ム

〃
　
L
蝦
池
C
チ
ー
ム
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．
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ノ
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ノ
ー
　
　
　
　
　
　
　
1

卜
．
H
の
四
日
問
、
松
之
山
小
学
校

で

ハ
ソ
コ
ン
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ

求
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
九
月
か
ら
町
内

の
へ
」
小
中
学
校
に
導
人
さ
れ
る
バ
ソ

コ
ン
の
操
作
を
覚
え
る
た
め
に
計
画

さ
れ
た
も
の
で
、
先
生
方
が
多
数
参

加
し
て
熱
心
に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
師
は
松
之
山
小
学
校
の
長
谷
川

教
頭
や
バ
ソ
コ
ン
を
あ
る
程
度
操
作

で
き
る
先
生
が
務
め
、
初
歩
か
ら
一

ソ
コ
ン
研
修
会

つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
っ
た
く
初
め
て
の
人
で
も
二
H

H
に
な
る
と
、
簡
単
な
図
表
や
音
楽

の
楽
譜
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
κ
年
度
よ
り
中
学
校
の
技
術

家
庭
科
に
「
情
報
基
礎
」
と
い
う
学

習
内
容
が
追
加
さ
れ
、
こ
の
授
裳
は

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
操
作
竺
オ
が
中
心
に

な
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
各
校
の
必
要
台
数
が
順
次
整

備
さ
れ
、
チ
ど
も
た
ち
は
学
習
川
ソ

フ
ト
で
勉
強
し
ま
す
。

　
．
鎖
貫

臨
〆
』

ノ
“

ご
なかなか．思うように入力できなかった

パソコン研修

8

◎晶奪、喚．・麺彪

　　　ぱ　　デ　　も　らぽロ
　　贈　吟Q・，　｝』

　　　▽　　1　　顯
巡視船「えちこ」の艦橋を見学する児童たち

2
東
川
小
児
童
が
巡
視
船
で
体
験
航
海

　
八
月
四
日
午
前
卜
時
よ
り
、
直
江

津
港
で
L
越
市
発
足
、
．
卜
周
年
記
今
心

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
巡
視
船
の
体

験
航
海
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
航
海
に
東
川
小
学
校
の

児
壁
が
招
待
さ
れ
、
艦
内
を
見
学
し

た
り
搭
戟
さ
れ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

座
席
に
座
っ
た
り
と
、
夏
休
み
の
楽

し
い
一
H
を
過
し
ま
し
た
。

　
招
待
し
て
く
れ
た
の
は
直
江
津
海

L
保
安
所
の
方
た
ち
で
、
山
の
小
さ

な
学
校
と
い
う
こ
と
で
東
川
小
学
校

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
巡
視
船

え
ち
、
こ
」
は
、
第
九
管

区
の
新
潟
海
L
保
安
部
所
属
の
ヘ
リ

コ
ブ
タ
ー
搭
載
船
で
、
海
L
保
安
庁

所
有
の
艦
船
の
中
で
も
人
型
の
．
．
．
一

〇
〇
ト
ン
を
誇
り
ま
す
。

　
直
江
津
港
に
着
く
よ
で
は
小
雨
が

降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
巡
視
船
に
乗

痘
こ
ろ
に
は
晴
れ
て
き
ま
し
た
。

　
直
江
津
港
を
出
港
し
た
巡
視
船
は

柿
崎
沖
で
反
転
し
、
　
一
時
問
．
．
、
卜
分

後
に
は
直
江
津
港
に
戻
り
ま
し
た
。

航
海
中
、
児
竜
た
ち
は
襲
組
H
ハ
の
方

か
ら
艦
内
の
説
明
を
受
け
、
前
日
L

越
甫
で
起
き
た
海
難
救
助
に
出
動
し

た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
興
味
深
く
見
学

『
し
て
い
ま
し
た
。

　
波
が
お
だ
や
か
だ
っ
た
こ
と
と
、

人
型
船
で
船
の
揺
れ
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
船
に
酔
っ
た
児
童
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
巡
視
船
に
乗
船
で
き
る
機
会
な
ど

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
児
童

た
ち
は
貴
重
な
体
験
を
し
た
こ
と
と

旧
心
い
ま
す
。

3
冷
夏
？

　
八
月
、
、
一
日
か
ら
κ
日
に
、
浦
旧
地

区
で
亘
ハ
夏
か
ま
く
ら
塾
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
夏
休
み
中
な
の
で
家
族
づ
れ
が
多

く
、
何
回
か
参
加
し
て
い
る
家
族
も

い
ま
し
た
。

　
一
H
目
は
、
午
後
四
時
ご
ろ
か
ら

深
由
に
あ
る
万
年
索
監
を
見
に
行
き
ま

し
た
が
、
小
雨
と
霧
の
た
め
現
地
ま

で
行
け
ず
残
念
な
が
ら
引
返
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
民
泊
先
へ
迎
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
も
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で

真
夏
か
ま
く
ら
塾

ゴ
定
を
変
更
し
　
午
前
は
大
厳
寺
高

原
・
資
料
館
・
美
人
林
な
ど
を
見
て

温
泉
に
入
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
二
班
に
別
れ
て
一
班
は
鼻

L
の
池
へ
、
も
う
㎜
班
は
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
を
講
師
に
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
作
り

を
し
ま
し
た
、

　
鼻
巳
の
池
に
行
っ
た
班
は
、
タ
イ

ヤ
の
チ
∫
ー
ブ
を
利
川
し
た
イ
カ
ダ

を
作
り
、
こ
の
イ
カ
ダ
に
乗
っ
て
池

を
横
断
し
ま
し
た
。

　
三
日
H
は
中
原
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
を
行
い
、
掘
起
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
持
ち
帰
れ
る
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

が
破
れ
る
ほ
ど
詰
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
が
終
る
と
近
く

の
川
に
行
き
、
前
日
放
流
し
て
お
い

た
イ
ワ
ナ
を
捕
ま
え
ま
し
た
。

　
水
冠
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
イ
ワ

ナ
が
流
さ
れ
た
の
か
な
か
な
か
見
つ

か
ら
ず
、
見
つ
け
て
も
大
き
な
石
の

ト
に
逃
げ
込
ん
だ
り
、
罫
か
ら
す
ば

や
く
逃
げ
て
し
ま
い
二
、
三
匹
捕
え

る
の
が
や
っ
と
で
し
た
。

P糞難豪
臥賢猶

石の下に逃げこんだイワナを捕まえました

＼

個性的なワラジが多くできました

4
短
期
山
村
留
学
生
自
然
を
楽
し
む

　
八
月
卜
・
九
H
カ
ら
二
十
五
日
ま
で
、

浦
川
地
区
を
巾
心
に
短
期
山
村
留
学

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
首
都
圏
の
小
中
学
生
二
十
八
人
が

参
．
加
し
、
団
体
生
活
や
農
家
で
の
民

泊
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
巾
壷
山
に
あ
る
山
留
セ
ン
タ
ー
に

肴
い
た
．
r
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち

が
使
川
す
る
ハ
シ
作
り
に
取
組
み
ま

し
た
，

　
山
留
セ
ン
タ
ー
の
収
容
人
員
は
少

な
い
の
で
、
す
ぐ
隣
に
あ
る
空
民
家

別
名
「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
も
半

数
の
．
士
ど
も
た
ち
が
泊
り
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
人
気
が

あ
り
、
短
期
山
村
柳
学
活
動
の
名
物

と
も
い
え
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
ド
ラ
ム
缶
風
呂
に

入
っ
た
り
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
な
ど
色

々
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
一
卜
一
口
は
柿
崎
の
海
岸
で
キ
ャ

ン
プ
を
し
、
ニ
レ
ニ
H
二
丁
一
』
目

と
浦
田
地
区
五
軒
、
黒
倉
二
軒
の
ヒ

軒
に
民
泊
し
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
関
係
の
民
泊
は
今
玄
で

浦
…
地
区
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
初
め
て
黒
倉
に
も
泊
ま
り

ま
し
た
。

　
民
泊
先
で
は
農
作
業
を
手
伝
い
、

暗
く
な
る
ま
で
外
を
飛
び
回
っ
て
い

ま
し
た
。

　
家
に
持
ち
帰
る
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
作
り

は
克
壷
，
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
が
手
取
り
足
取
り
教

え
ま
し
た
が
難
し
く
、
個
性
的
な
ゾ

ウ
リ
が
い
く
つ
も
で
き
ま
し
た
。

　
参
、
加
し
た
チ
ど
も
た
ち
の
う
ち
何

人
か
が
、
長
期
山
留
生
と
し
て
松
之

山
に
来
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。
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卜
．
H
の
四
日
問
、
松
之
山
小
学
校

で

ハ
ソ
コ
ン
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ

求
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
九
月
か
ら
町
内

の
へ
」
小
中
学
校
に
導
人
さ
れ
る
バ
ソ

コ
ン
の
操
作
を
覚
え
る
た
め
に
計
画

さ
れ
た
も
の
で
、
先
生
方
が
多
数
参

加
し
て
熱
心
に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
師
は
松
之
山
小
学
校
の
長
谷
川

教
頭
や
バ
ソ
コ
ン
を
あ
る
程
度
操
作

で
き
る
先
生
が
務
め
、
初
歩
か
ら
一

ソ
コ
ン
研
修
会

つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
っ
た
く
初
め
て
の
人
で
も
二
H

H
に
な
る
と
、
簡
単
な
図
表
や
音
楽

の
楽
譜
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
κ
年
度
よ
り
中
学
校
の
技
術

家
庭
科
に
「
情
報
基
礎
」
と
い
う
学

習
内
容
が
追
加
さ
れ
、
こ
の
授
裳
は

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
操
作
竺
オ
が
中
心
に

な
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
各
校
の
必
要
台
数
が
順
次
整

備
さ
れ
、
チ
ど
も
た
ち
は
学
習
川
ソ

フ
ト
で
勉
強
し
ま
す
。

　
．
鎖
貫

臨
〆
』

ノ
“

ご
なかなか．思うように入力できなかった

パソコン研修

8

◎晶奪、喚．・麺彪

　　　ぱ　　デ　　も　らぽロ
　　贈　吟Q・，　｝』

　　　▽　　1　　顯
巡視船「えちこ」の艦橋を見学する児童たち

2
東
川
小
児
童
が
巡
視
船
で
体
験
航
海

　
八
月
四
日
午
前
卜
時
よ
り
、
直
江

津
港
で
L
越
市
発
足
、
．
卜
周
年
記
今
心

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
巡
視
船
の
体

験
航
海
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
航
海
に
東
川
小
学
校
の

児
壁
が
招
待
さ
れ
、
艦
内
を
見
学
し

た
り
搭
戟
さ
れ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

座
席
に
座
っ
た
り
と
、
夏
休
み
の
楽

し
い
一
H
を
過
し
ま
し
た
。

　
招
待
し
て
く
れ
た
の
は
直
江
津
海

L
保
安
所
の
方
た
ち
で
、
山
の
小
さ

な
学
校
と
い
う
こ
と
で
東
川
小
学
校

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
巡
視
船

え
ち
、
こ
」
は
、
第
九
管

区
の
新
潟
海
L
保
安
部
所
属
の
ヘ
リ

コ
ブ
タ
ー
搭
載
船
で
、
海
L
保
安
庁

所
有
の
艦
船
の
中
で
も
人
型
の
．
．
．
一

〇
〇
ト
ン
を
誇
り
ま
す
。

　
直
江
津
港
に
着
く
よ
で
は
小
雨
が

降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
巡
視
船
に
乗

痘
こ
ろ
に
は
晴
れ
て
き
ま
し
た
。

　
直
江
津
港
を
出
港
し
た
巡
視
船
は

柿
崎
沖
で
反
転
し
、
　
一
時
問
．
．
、
卜
分

後
に
は
直
江
津
港
に
戻
り
ま
し
た
。

航
海
中
、
児
竜
た
ち
は
襲
組
H
ハ
の
方

か
ら
艦
内
の
説
明
を
受
け
、
前
日
L

越
甫
で
起
き
た
海
難
救
助
に
出
動
し

た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
興
味
深
く
見
学

『
し
て
い
ま
し
た
。

　
波
が
お
だ
や
か
だ
っ
た
こ
と
と
、

人
型
船
で
船
の
揺
れ
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
船
に
酔
っ
た
児
童
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
巡
視
船
に
乗
船
で
き
る
機
会
な
ど

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
児
童

た
ち
は
貴
重
な
体
験
を
し
た
こ
と
と

旧
心
い
ま
す
。

3
冷
夏
？

　
八
月
、
、
一
日
か
ら
κ
日
に
、
浦
旧
地

区
で
亘
ハ
夏
か
ま
く
ら
塾
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
夏
休
み
中
な
の
で
家
族
づ
れ
が
多

く
、
何
回
か
参
加
し
て
い
る
家
族
も

い
ま
し
た
。

　
一
H
目
は
、
午
後
四
時
ご
ろ
か
ら

深
由
に
あ
る
万
年
索
監
を
見
に
行
き
ま

し
た
が
、
小
雨
と
霧
の
た
め
現
地
ま

で
行
け
ず
残
念
な
が
ら
引
返
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
民
泊
先
へ
迎
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
も
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で

真
夏
か
ま
く
ら
塾

ゴ
定
を
変
更
し
　
午
前
は
大
厳
寺
高

原
・
資
料
館
・
美
人
林
な
ど
を
見
て

温
泉
に
入
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
二
班
に
別
れ
て
一
班
は
鼻

L
の
池
へ
、
も
う
㎜
班
は
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
を
講
師
に
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
作
り

を
し
ま
し
た
、

　
鼻
巳
の
池
に
行
っ
た
班
は
、
タ
イ

ヤ
の
チ
∫
ー
ブ
を
利
川
し
た
イ
カ
ダ

を
作
り
、
こ
の
イ
カ
ダ
に
乗
っ
て
池

を
横
断
し
ま
し
た
。

　
三
日
H
は
中
原
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
を
行
い
、
掘
起
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
持
ち
帰
れ
る
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

が
破
れ
る
ほ
ど
詰
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
が
終
る
と
近
く

の
川
に
行
き
、
前
日
放
流
し
て
お
い

た
イ
ワ
ナ
を
捕
ま
え
ま
し
た
。

　
水
冠
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
イ
ワ

ナ
が
流
さ
れ
た
の
か
な
か
な
か
見
つ

か
ら
ず
、
見
つ
け
て
も
大
き
な
石
の

ト
に
逃
げ
込
ん
だ
り
、
罫
か
ら
す
ば

や
く
逃
げ
て
し
ま
い
二
、
三
匹
捕
え

る
の
が
や
っ
と
で
し
た
。

P糞難豪
臥賢猶

石の下に逃げこんだイワナを捕まえました

＼

個性的なワラジが多くできました

4
短
期
山
村
留
学
生
自
然
を
楽
し
む

　
八
月
卜
・
九
H
カ
ら
二
十
五
日
ま
で
、

浦
川
地
区
を
巾
心
に
短
期
山
村
留
学

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
首
都
圏
の
小
中
学
生
二
十
八
人
が

参
．
加
し
、
団
体
生
活
や
農
家
で
の
民

泊
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
巾
壷
山
に
あ
る
山
留
セ
ン
タ
ー
に

肴
い
た
．
r
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち

が
使
川
す
る
ハ
シ
作
り
に
取
組
み
ま

し
た
，

　
山
留
セ
ン
タ
ー
の
収
容
人
員
は
少

な
い
の
で
、
す
ぐ
隣
に
あ
る
空
民
家

別
名
「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
も
半

数
の
．
士
ど
も
た
ち
が
泊
り
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
人
気
が

あ
り
、
短
期
山
村
柳
学
活
動
の
名
物

と
も
い
え
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
ド
ラ
ム
缶
風
呂
に

入
っ
た
り
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
な
ど
色

々
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
一
卜
一
口
は
柿
崎
の
海
岸
で
キ
ャ

ン
プ
を
し
、
ニ
レ
ニ
H
二
丁
一
』
目

と
浦
田
地
区
五
軒
、
黒
倉
二
軒
の
ヒ

軒
に
民
泊
し
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
関
係
の
民
泊
は
今
玄
で

浦
…
地
区
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
初
め
て
黒
倉
に
も
泊
ま
り

ま
し
た
。

　
民
泊
先
で
は
農
作
業
を
手
伝
い
、

暗
く
な
る
ま
で
外
を
飛
び
回
っ
て
い

ま
し
た
。

　
家
に
持
ち
帰
る
ワ
ラ
ゾ
ウ
リ
作
り

は
克
壷
，
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
が
手
取
り
足
取
り
教

え
ま
し
た
が
難
し
く
、
個
性
的
な
ゾ

ウ
リ
が
い
く
つ
も
で
き
ま
し
た
。

　
参
、
加
し
た
チ
ど
も
た
ち
の
う
ち
何

人
か
が
、
長
期
山
留
生
と
し
て
松
之

山
に
来
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。
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浦田保育所園児のお遊戯「魚町鳥町」

5
に
ぎ
や
か
な
浦
田
地
区
芸
能
祭

　
八
月
一
、
卜
四
口
午
後
、
旧
浦
田
中
・

幽
．
r
校
で
第
κ
回
浦
川
地
区
芸
能
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
「
魚
町
鳥

町
」
か
ら
始
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
・
民

謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
太
鼓
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
は
テ
ー
プ
持
参
の
人
が

多
く
、
家
や
仲
問
同
士
で
練
習
し
て

い
る
の
か
L
r
な
人
が
次
々
に
登
場

し
ま
し
た
。

　
女
性
の
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
い
ち
、
こ

会
し
の
．
男
壮
な
豊
年
太
鼓
は
、
腹
の

底．

か
ら
響
い
て
く
る
よ
う
な
盛
じ
を

受
け
ま
し
た
。

　
午
．
卜
覗
）
ヂ
ー
旧
よ
．
＼
哉
頁
／
、
ナ
）

　
メ
ー
1
σ
　
ノ
O
オ
嬬
彦
で
ノ
レ
α

見
事
さ
で
、
ヒ
モ
・
ハ
ン
カ
チ
・
風

船
な
ど
を
使
っ
て
観
客
の
目
を
釘
付

け
に
し
ま
し
た
。

　
特
に
人
き
な
箱
を
使
っ
た
人
問
日
卜

変
り
は
ア
ッ
と
い
う
問
の
川
来
事
で
、

相
当
練
習
を
し
て
い
た
事
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
よ
た
、
膨
ら
ん
だ
風
船
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
串
を
刺
し
て
も
割
れ
ず
、

ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。

　
独
特
な
音
色
を
出
す
大
正
琴
の
演

奏
、
聞
い
て
い
る
だ
け
で
日
本
各
地

を
旅
し
て
い
る
よ
う
な
民
謡
な
ど
が

六
時
ご
ろ
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
お
盆
を
避
け
て
帰
省
し
た
人
た
ち

も
、
こ
の
芸
能
祭
を
心
行
く
ま
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

‘0

6
ノ、

プ

ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
不
動
社
祭

　
八
月
一
、
卜
．
κ
目
午
後
四
貯
よ
り

人
厳
芋
高
原
に
鎮
座
．
す
る
．
人
水
越
の

不
動
社
の
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
．
雨
が
降
っ
て
も
人
丈
夫
な
よ
う
に

作
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
神

楽
・
舞
踊
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
∴
、
人

羽
織
・
劇
な
ど
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
や
小
中
学

生
の
踊
り
に
は
た
く
さ
ん
の
お
ひ
ね

り
が
飛
び
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
答
え
て

も
う
．
囲
踊
る
．
r
ど
も
た
ち
も
い
ま

し
た
。

　
「
赤
・
白
ゲ
ー
ム
ー
は
右
r
に
赤

垣
　
左
ヂ
に
r
加
を
持
っ
た
．
士
ど
も

た
ち
と
人
人
た
ち
が
、
司
会
者
の
指

．
小
す
る
加
、
を
ト
．
げ
た
り
ド
げ
・
た
り
す

る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
指
．
小
が
だ
ん
だ
ん
速
く
な
る
と
問

違
え
る
．
r
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、
大

人
の
人
た
ち
は
さ
す
が
に
問
違
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
女
．
r
中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
踊
っ

た
，
み
か
ぐ
ら
」
は
、
角
兵
衛
獅
．
士

の
流
れ
を
引
く
嵯
麗
な
踊
り
で
、
観

客
か
ら
大
き
な
拍
F
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　
焼
き
鳥
・
焼
き
ソ
バ
な
ど
の
川
店

も
大
繁
盛
で
、
焼
き
鳥
は
す
ぐ
に
売

切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ゴ
ン
ズ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

劇
「
水
戸
黄
門
」
は
、
ニ
セ
黄
門
様

と
本
物
の
黄
門
様
を
遠
山
の
金
さ
ん

が
裁
く
と
い
う
ド
タ
バ
タ
剰
で
、
剥

の
途
申
で
電
気
が
切
れ
る
と
い
う
ヘ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
降
り
だ
し
た
雨
は
だ
ん

だ
ん
強
く
な
り
ま
し
た
が
、
観
客
席

の
L
に
も
シ
ー
ト
が
張
っ
て
あ
る
の

で
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

寿望．ド峯㎜鍔「群㍗繊・繊饗欝、、

速くなると赤旗と白旗をまちがえる人がいました

　
　
　
め
い

欝
観
、
切
，
稗

　
　
　
・
轡
濠
．
㌔

郵蕨F？女が男

7
笑
い
声
が
響
い
た
湯
山
神
楽
祭

　
八
月
．
一
卜
四
日
夕
方
よ
り
、
湯
山

の
松
苧
神
社
境
内
で
湯
山
神
楽
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
落
内
の
全
員
が
出
演
者
で
あ
り

観
客
で
も
あ
る
こ
の
祭
り
は
、
毎
年

趣
向
を
こ
ら
し
た
出
し
物
が
多
く
、

．
榊
讐

羅
、
薫

鍵
、
〆
；

湯山神楽

近
隣
の
集
落
か
ら
も
大
勢
の
方
が
見

物
に
訪
ず
れ
ま
す
。

　
神
楽
保
存
会
の
「
八
木
節
笠
踊
り
」

で
始
ま
り
、
前
半
は
舞
踊
・
民
謡
・

保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
神
楽
の
「
六
兵
工
問
答
」

で
笑
っ
た
後
、
婦
人
会
の
ユ
ニ
ー
ク

な
踊
り
「
オ
ッ
ト
・
ハ
．
フ
ゲ
タ
」
で

大
爆
笑
。

　
こ
れ
は
腹
踊
り
の
一
種
で
、
T
シ

ャ
ツ
に
人
間
の
顔
を
占
き
、
T
シ
ャ

ッ
の
ド
に
風
船
を
四
個
位
人
れ
る
と

お
も
し
ろ
い
顔
に
な
り
ま
す
。

　
踊
っ
て
い
る
人
が
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
、
頭
の
部
分
は
．
長
い
髪
の
毛
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
跨
楽
に
合
わ
せ
て
動
く
た
び
に
顔

の
表
情
が
変
わ
り
、
観
客
は
休
む
問

も
な
く
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
男
装
・
女
装
の
踊
り
　
「
人
生
い
ろ

い
ろ
」
も
楽
し
く
、
お
化
粧
を
し
た

男
性
た
ち
が
風
船
を
利
川
し
た
大
き

な
胸
を
揺
ら
す
た
び
に
大
き
な
笑
い

声
が
聞
え
ま
し
た
。

　
最
後
の
劇
「
婚
礼
し
は
、
紬
婚
式

の
会
場
に
し
の
び
こ
ん
だ
祝
儀
泥
棒

を
め
ぐ
る
喜
劇
で
し
た
。

　
残
暑
の
中
、
夜
遅
く
ま
で
笑
い
声

の
絶
え
な
い
湯
山
集
落
で
し
た
。

8

　　8月の
　7オト
ニユ・一ス

子
ど
も
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
い
た

　
松
里
小
幽
．
r
校
の
花
壇
で
、
ち
ょ
っ

と
変
っ
た
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
高
さ
が
四
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
ロ
シ
ア
ヒ
マ
ワ
リ
で
、

花
の
直
径
が
．
．
瓦
㎝
位
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
茎
の
と
こ
ろ
か

ら
も
う
．
本
の
細
い
茎
が
で
て
、
八

月
．
卜
句
に
花
が
咲
ぎ
ま
し
た
。

　
異
常
気
象
の
影
鰻
H
な
の
か
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
こ
の
よ
う
な
ヒ
マ
ワ
リ
が

で
た
話
し
を
聞
き
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
の
家
で
は
ど
う
で
す
か
？

　
以
、
r
校
の
方
が
こ
の
．
r
ど
も
ヒ
マ
ワ

リ
に
気
づ
い
た
の
は
八
月
L
旬
で
、

ま
さ
か
花
が
咲
く
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
別
の
ヒ
マ
ワ
リ
に
も
似
た
よ
う
な

細
い
茎
が
で
き
て
き
た
の
で
、
今
か

ら
花
が
咲
く
か
ど
う
か
楽
し
み
に
見

守
っ
て
い
ま
す
。

L 茎からもう一本の小さな
　　　　ヒマワリが咲きました
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浦田保育所園児のお遊戯「魚町鳥町」

5
に
ぎ
や
か
な
浦
田
地
区
芸
能
祭

　
八
月
一
、
卜
四
口
午
後
、
旧
浦
田
中
・

幽
．
r
校
で
第
κ
回
浦
川
地
区
芸
能
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
「
魚
町
鳥

町
」
か
ら
始
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
・
民

謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
太
鼓
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
は
テ
ー
プ
持
参
の
人
が

多
く
、
家
や
仲
問
同
士
で
練
習
し
て

い
る
の
か
L
r
な
人
が
次
々
に
登
場

し
ま
し
た
。

　
女
性
の
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
い
ち
、
こ

会
し
の
．
男
壮
な
豊
年
太
鼓
は
、
腹
の

底．

か
ら
響
い
て
く
る
よ
う
な
盛
じ
を

受
け
ま
し
た
。

　
午
．
卜
覗
）
ヂ
ー
旧
よ
．
＼
哉
頁
／
、
ナ
）

　
メ
ー
1
σ
　
ノ
O
オ
嬬
彦
で
ノ
レ
α

見
事
さ
で
、
ヒ
モ
・
ハ
ン
カ
チ
・
風

船
な
ど
を
使
っ
て
観
客
の
目
を
釘
付

け
に
し
ま
し
た
。

　
特
に
人
き
な
箱
を
使
っ
た
人
問
日
卜

変
り
は
ア
ッ
と
い
う
問
の
川
来
事
で
、

相
当
練
習
を
し
て
い
た
事
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
よ
た
、
膨
ら
ん
だ
風
船
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
串
を
刺
し
て
も
割
れ
ず
、

ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
不
思
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思
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ま
し
た
。

　
独
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な
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演

奏
、
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地

を
旅
し
て
い
る
よ
う
な
民
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な
ど
が

六
時
ご
ろ
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
お
盆
を
避
け
て
帰
省
し
た
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た
ち

も
、
こ
の
芸
能
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を
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で
楽

し
ん
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ま
し
た
。

‘0

6
ノ、

プ

ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
不
動
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八
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一
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卜
．
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．
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催
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し
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。

　
．
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て
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丈
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よ
う
に
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ら
れ
た
特
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テ
ー
ジ
で
は
、
神

楽
・
舞
踊
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
∴
、
人

羽
織
・
劇
な
ど
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
や
小
中
学

生
の
踊
り
に
は
た
く
さ
ん
の
お
ひ
ね

り
が
飛
び
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
答
え
て

も
う
．
囲
踊
る
．
r
ど
も
た
ち
も
い
ま

し
た
。

　
「
赤
・
白
ゲ
ー
ム
ー
は
右
r
に
赤

垣
　
左
ヂ
に
r
加
を
持
っ
た
．
士
ど
も

た
ち
と
人
人
た
ち
が
、
司
会
者
の
指

．
小
す
る
加
、
を
ト
．
げ
た
り
ド
げ
・
た
り
す

る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
指
．
小
が
だ
ん
だ
ん
速
く
な
る
と
問

違
え
る
．
r
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、
大

人
の
人
た
ち
は
さ
す
が
に
問
違
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
女
．
r
中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
踊
っ

た
，
み
か
ぐ
ら
」
は
、
角
兵
衛
獅
．
士

の
流
れ
を
引
く
嵯
麗
な
踊
り
で
、
観

客
か
ら
大
き
な
拍
F
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　
焼
き
鳥
・
焼
き
ソ
バ
な
ど
の
川
店

も
大
繁
盛
で
、
焼
き
鳥
は
す
ぐ
に
売

切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ゴ
ン
ズ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

劇
「
水
戸
黄
門
」
は
、
ニ
セ
黄
門
様

と
本
物
の
黄
門
様
を
遠
山
の
金
さ
ん

が
裁
く
と
い
う
ド
タ
バ
タ
剰
で
、
剥

の
途
申
で
電
気
が
切
れ
る
と
い
う
ヘ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
降
り
だ
し
た
雨
は
だ
ん

だ
ん
強
く
な
り
ま
し
た
が
、
観
客
席

の
L
に
も
シ
ー
ト
が
張
っ
て
あ
る
の

で
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

寿望．ド峯㎜鍔「群㍗繊・繊饗欝、、

速くなると赤旗と白旗をまちがえる人がいました

　
　
　
め
い

欝
観
、
切
，
稗
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轡
濠
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笑
い
声
が
響
い
た
湯
山
神
楽
祭

　
八
月
．
一
卜
四
日
夕
方
よ
り
、
湯
山

の
松
苧
神
社
境
内
で
湯
山
神
楽
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
落
内
の
全
員
が
出
演
者
で
あ
り

観
客
で
も
あ
る
こ
の
祭
り
は
、
毎
年

趣
向
を
こ
ら
し
た
出
し
物
が
多
く
、

．
榊
讐

羅
、
薫

鍵
、
〆
；

湯山神楽

近
隣
の
集
落
か
ら
も
大
勢
の
方
が
見

物
に
訪
ず
れ
ま
す
。

　
神
楽
保
存
会
の
「
八
木
節
笠
踊
り
」

で
始
ま
り
、
前
半
は
舞
踊
・
民
謡
・

保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
神
楽
の
「
六
兵
工
問
答
」

で
笑
っ
た
後
、
婦
人
会
の
ユ
ニ
ー
ク

な
踊
り
「
オ
ッ
ト
・
ハ
．
フ
ゲ
タ
」
で

大
爆
笑
。

　
こ
れ
は
腹
踊
り
の
一
種
で
、
T
シ

ャ
ツ
に
人
間
の
顔
を
占
き
、
T
シ
ャ

ッ
の
ド
に
風
船
を
四
個
位
人
れ
る
と

お
も
し
ろ
い
顔
に
な
り
ま
す
。

　
踊
っ
て
い
る
人
が
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
、
頭
の
部
分
は
．
長
い
髪
の
毛
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
跨
楽
に
合
わ
せ
て
動
く
た
び
に
顔

の
表
情
が
変
わ
り
、
観
客
は
休
む
問

も
な
く
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
男
装
・
女
装
の
踊
り
　
「
人
生
い
ろ

い
ろ
」
も
楽
し
く
、
お
化
粧
を
し
た

男
性
た
ち
が
風
船
を
利
川
し
た
大
き

な
胸
を
揺
ら
す
た
び
に
大
き
な
笑
い

声
が
聞
え
ま
し
た
。

　
最
後
の
劇
「
婚
礼
し
は
、
紬
婚
式

の
会
場
に
し
の
び
こ
ん
だ
祝
儀
泥
棒

を
め
ぐ
る
喜
劇
で
し
た
。

　
残
暑
の
中
、
夜
遅
く
ま
で
笑
い
声

の
絶
え
な
い
湯
山
集
落
で
し
た
。
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　　8月の
　7オト
ニユ・一ス

子
ど
も
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
い
た

　
松
里
小
幽
．
r
校
の
花
壇
で
、
ち
ょ
っ

と
変
っ
た
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
高
さ
が
四
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
ロ
シ
ア
ヒ
マ
ワ
リ
で
、

花
の
直
径
が
．
．
瓦
㎝
位
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
茎
の
と
こ
ろ
か

ら
も
う
．
本
の
細
い
茎
が
で
て
、
八

月
．
卜
句
に
花
が
咲
ぎ
ま
し
た
。

　
異
常
気
象
の
影
鰻
H
な
の
か
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
こ
の
よ
う
な
ヒ
マ
ワ
リ
が

で
た
話
し
を
聞
き
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
の
家
で
は
ど
う
で
す
か
？

　
以
、
r
校
の
方
が
こ
の
．
r
ど
も
ヒ
マ
ワ

リ
に
気
づ
い
た
の
は
八
月
L
旬
で
、

ま
さ
か
花
が
咲
く
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
別
の
ヒ
マ
ワ
リ
に
も
似
た
よ
う
な

細
い
茎
が
で
き
て
き
た
の
で
、
今
か

ら
花
が
咲
く
か
ど
う
か
楽
し
み
に
見

守
っ
て
い
ま
す
。

L 茎からもう一本の小さな
　　　　ヒマワリが咲きました
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集
落
探
訪

＝：

　
町
の
北
束
部
に
位
置
し
、
集
落
内

を
県
道
充
十
子
平
真
田
線
が
通
る
。

　
地
名
は
、
屏
風
を
立
て
た
よ
う
な

山
に
囲
ま
れ
た
坪
（
平
担
地
）
に
あ

る
段
丘
地
に
由
来
す
る
。

　
江
戸
時
代
初
期
、
坪
野
に
人
規
模

な
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ

る
資
料
が
あ
る
。

　
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
越
後

国
絵
図
に
よ
る
村
高
三
〇
石
余
、
約

四
十
年
後
の
天
和
二
（
一
六
八
二
）

年
の
検
地
で
は
｝
六
石
三
斗
余
に
半

減
し
ー
て
い
る
。

　
坪
野
村
の
下
部
に
位
置
し
た
赤
倉

村
も
同
時
期
に
、
二
四
石
余
か
ら
四

石
七
斗
余
に
激
減
し
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
、
坪
野
村
を
基
点
と
す

る
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
松
口
と
の

境
に
あ
る
正
寛
山
の
入
会
地
を
め
ぐ

っ
て
、
松
口
村
や
三
桶
村
と
し
ば
し

ば
粉
糾
し
た
。

　
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
十

一
月
』
し
日
、
ト
一
．
神
社
（
石
祠
）
が

諏
訪
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
現
在
ド
布
川
地
区
の
拠
点
と
な
る
、

ド
布
川
地
区
コ
ミ
ナ
一
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

治
天
皇
御
歌
、
首
が
刻
ま
れ
た
御
製

碑
と
、
昭
和
卜
年
建
砺
の
u
忠
碑
が

あ
る
。

　
御
製
碑
に
は
明
治
天
皇
が
詠
ま
れ

た
「
さ
し
昇
る
あ
さ
ひ
の
ご
と
く
さ

わ
や
か
に
も
た
ま
ほ
し
さ
は
心
な
り

け
り
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
揮
鷹
は

坪
野
出
身
で
昭
和
天
望
の
待
医
を
務

め
た
村
山
浩
一
博
士
で
あ
る
。

　
誓
忠
碑
の
石
は
束
山
か
ら
運
ば
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
満

坪
野
小
，
学
校

　
明
治
八
二
八
七
κ
）
年
八
月
、

坪
野
の
村
山
嘉
久
治
宅
を
借
り
て
坪

野
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　
明
治
二
卜
年
十
月
、
現
在
地
近
く

に
校
舎
を
新
築
し
、
卜
布
川
地
区
の

初
等
教
育
を
担
っ
て
き
た
。

　
現
在
取
り
壊
し
中
の
校
舎
は
、
昭

和
二
十
五
年
二
〇
八
万
円
で
建
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
百
人
以
上
い
た
児
童
も
過
疎
化
の

進
行
に
よ
り
激
減
し
、
昭
和
五
十
六

年
の
閉
校
時
に
は
五
人
し
か
い
な
か

っ
た
。

　
昭
和
五
年
、
坪
野
小
学
校
の
児
聡

教
員
・
地
区
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て

朝
目
山
公
園
が
作
ら
れ
た
。

　
公
園
に
は
、
昭
和
五
年
建
立
の
明

’

川　ソ
で　リ

引に
張載
つ　せ
た　ら

oれ
　　た
　　石
　　は
　　地
　　区
　　民

コ

　
盗
っ
人
祭
り

　
諏
訪
神
社
境
内
に
鎮
座
し
て
い
る

石
祠
（
卜
二
神
社
）
に
伝
わ
る
祭
り

で
、
卜
月
十
H
、
チ
ど
も
た
ち
は
ど

こ
の
家
の
成
物
（
果
物
）
を
取
っ
て

も
良
か
っ
た
。

　
こ
の
石
祠
は
坪
野
と
赤
倉
の
境
に

馨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　誓醜

　　　　　　　鰯』懸訟＞1，霞

　　　　　驚、．．戚、．

　　　　朝日山公園に建立されている誓忠碑（右）と・

　　　　公園までの浴道は桜並木が整備されている

近
い
十
二
谷
に
あ
っ
た
も
の
で
、
】

人
の
農
民
が
十
二
谷
か
ら
諏
訪
神
社

境
内
に
移
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
祭
り

で
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

画
馴
劃

　
い
つ
の
時
代
か
わ
か
ら
な
い
が
、

あ
る
金
．
山
か
ら
逃
げ
出
し
た
兄
弟
と
、

二
人
を
助
け
た
番
人
小
屋
の
娘
が
坪

野
に
た
ど
り
つ
い
た
。

　
娘
を
セ
人
と
し
て
兄
弟
は
よ
く
働

き
、
東
川
を
隔
て
て
右
岸
に
兄
、
左

岸
に
弟
が
住
み
、
女
は
別
の
所
へ
屋

敷
を
建
て
た
。

　
や
が
て
女
と
弟
が
死
に
、
弟
の
妻

は
子
ど
も
を
連
れ
て
ど
こ
か
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
兄
に
は
！
r
ど
も
が
な
く
、
弟
の
子

ど
も
に
財
産
を
継
が
せ
た
い
と
思
い
、

あ
る
所
に
財
産
を
埋
め
て
、
弟
の
子

ど
も
を
探
し
に
出
か
け
た
。

　
そ
の
埋
蔵
地
を
示
す
歌
が
「
朝
目

さ
し
池
に
影
さ
す
南
天
に
黄
金
の
花

の
秋
の
夕
暮
れ
」
で
あ
る
。

　
伝
説
の
一
つ
と
し
て
語
り
継
が
れ

て
き
た
が
、
今
で
も
屋
敷
跡
と
い
わ

れ
る
場
所
か
ら
茶
碗
や
皿
の
破
片
が

出
上
す
る
。

　
こ
の
伝
説
の
謎
を
解
く
こ
と
は
、

坪
野
の
歴
史
に
新
た
な
ぺ
ー
ジ
を
加

え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
口
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
で
約

し
ト
六
歳
、
女
性
で
約
八
卜
二
歳
と

世
界
有
数
の
長
寿
国
で
す
。

　
戦
前
と
比
較
し
て
、
わ
ず
か
κ
卜

年
の
間
に
一
r
歳
以
L
も
平
均
寿
命

が
延
び
ま
し
た
．

　
急
速
な
高
齢
化
は
八
ノ
後
ま
す
ま
す

進
展
し
、
高
齢
κ
福
祉
は
屯
要
な
行

政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
高
齢
化
率
は
県
よ
り

ト
年
、
国
よ
り
も
．
、
．
卜
年
先
行
し
て

い
る
と
、
，
口
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
人
口
に
対
す
る
六
卜
歳
以
L
の

方
の
占
め
る
割
合
は
．
．
．
し
・
κ
％
で
、

κ
人
に
．
、
人
が
六
卜
歳
以
L
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
卜
年

後
に
は
六
卜
歳
以
L
の
方
が
ん
O
％

近
く
を
占
め
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
超
高
齢
化
町
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
来
年
度
か
ら
特
別
養
讃

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
重
定
し
て
お

り
、
高
齢
者
福
祉
の
中
核
施
設
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
人
生
八
卜
年
時
代
を
迎
え
、
い
か

に
し
て
楽
し
い
老
後
を
送
る
か
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
亜
要
な
課
題

と
な
り
ま
し
た
，

　
現
役
で
農
作
業
を
し
て
い
る
方
も

年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
仕
肇
壁
を
守

り
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
が
長
寿
へ

の
酔
粥
．
歩
で
す
。

　
ま
た
、
適
度
な
運
動
や
仕
事
・
趣

味
を
持
つ
こ
と
は
、
ボ
ケ
防
止
に
も

な
り
ま
す
。

　
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
積
極
的

に
や
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
松
之
山
町
に
は
九
レ
歳
以
L
の
方

が
一
九
名
お
ら
れ
、
最
高
齢
者
は
天

水
越
の
福
原
タ
マ
さ
ん
で
満
一
〇
、
一

歳
（
明
治
．
一
卜
一
年
生
ま
れ
）
で
す
。

　
敬
老
の
H
に
は
町
と
県
か
ら
、
七

ト
ヒ
茂
・
又
卜
k
茂
・
し
．
．
L
茂
・

　
　
』
ル
　
　
ノ
　
　

ノ
ー
ル
　
　
ノ
ー
可
－
」
ル

一
〇
〇
歳
以
L
の
方
々
に
祝
菓
チ
や

敬
老
晶
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
町
単
独
で
は
、
八
卜
歳
以
L
の
方

方
に
布
団
カ
バ
ー
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
健
康
に
は
ト
分
気
を
つ
け
て
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。

「
松
之
山
町
の
高
齢
者
紹
介

①
福
原
タ
マ
さ
ん
　
満
㎜
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
隠
居
）

②
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん
　
9
5
歳

　
　
　
　
　
　
（
小
谷
油
屋
）

③
久
保
田
ヲ
ヨ
さ
ん
　
9
5
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
旧

④
山
H
ト
メ
さ
ん
　
　
9
4
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
倉

⑤
佐
藤
マ
チ
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
越

⑥
村
山
カ
ネ
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
赤
倉

⑦
小
野
塚
一
平
さ
ん
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
（
東
川

松之山町における高齢者数

4月1日現在の松之山町の人口　　3，793人

柿　　 惣
0）　　　兵

木　　　工

新
屋
）

し
も
）

60歳以上の人口 1，423人 37．5％

65歳　　〃 1，008人 26．6％

70歳　　　〃 667人 17．6％

L」

⑧
高
橋
ツ
ル
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
島

⑨
村
山
ハ
ル
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

西
）

隠
居

⑩
久
保
田
和
七
さ
ん
　
92
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

⑪
久
保
田
コ
ヨ
さ
ん
　
9
1
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
田
　
重
兵
工
）

⑫
高
橋
マ
ン
さ
ん
　
　
9
1
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
）
．

⑬
丸
山
サ
イ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
東
川
　
は
ず
れ
）

⑭
村
山
ヨ
シ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
湯
山
中
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
発
…
）

⑮
高
橋
シ
チ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
島
門
七
）

⑯
村
山
貞
治
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
内
名
東
屋
）

⑰
村
山
マ
ッ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
橋
譜
新
屋
）

⑱
小
野
塚
ソ
メ
さ
ん
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
内
名
重
屋
）

⑲
志
賀
キ
ョ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
五
十
子
平
　
端
）

　
※
九
月
一
日
現
在
満
九
十
歳
以
上

　
　
の
方
々
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
※
⑦
小
野
塚
一
平
さ
ん
は
九
月
四

　
　
H
死
亡
さ
れ
ま
し
た
。
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集
落
探
訪

＝：

　
町
の
北
束
部
に
位
置
し
、
集
落
内

を
県
道
充
十
子
平
真
田
線
が
通
る
。

　
地
名
は
、
屏
風
を
立
て
た
よ
う
な

山
に
囲
ま
れ
た
坪
（
平
担
地
）
に
あ

る
段
丘
地
に
由
来
す
る
。

　
江
戸
時
代
初
期
、
坪
野
に
人
規
模

な
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ

る
資
料
が
あ
る
。

　
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
越
後

国
絵
図
に
よ
る
村
高
三
〇
石
余
、
約

四
十
年
後
の
天
和
二
（
一
六
八
二
）

年
の
検
地
で
は
｝
六
石
三
斗
余
に
半

減
し
ー
て
い
る
。

　
坪
野
村
の
下
部
に
位
置
し
た
赤
倉

村
も
同
時
期
に
、
二
四
石
余
か
ら
四

石
七
斗
余
に
激
減
し
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
、
坪
野
村
を
基
点
と
す

る
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
松
口
と
の

境
に
あ
る
正
寛
山
の
入
会
地
を
め
ぐ

っ
て
、
松
口
村
や
三
桶
村
と
し
ば
し

ば
粉
糾
し
た
。

　
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
十

一
月
』
し
日
、
ト
一
．
神
社
（
石
祠
）
が

諏
訪
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
現
在
ド
布
川
地
区
の
拠
点
と
な
る
、

ド
布
川
地
区
コ
ミ
ナ
一
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

治
天
皇
御
歌
、
首
が
刻
ま
れ
た
御
製

碑
と
、
昭
和
卜
年
建
砺
の
u
忠
碑
が

あ
る
。

　
御
製
碑
に
は
明
治
天
皇
が
詠
ま
れ

た
「
さ
し
昇
る
あ
さ
ひ
の
ご
と
く
さ

わ
や
か
に
も
た
ま
ほ
し
さ
は
心
な
り

け
り
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
揮
鷹
は

坪
野
出
身
で
昭
和
天
望
の
待
医
を
務

め
た
村
山
浩
一
博
士
で
あ
る
。

　
誓
忠
碑
の
石
は
束
山
か
ら
運
ば
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
満

坪
野
小
，
学
校

　
明
治
八
二
八
七
κ
）
年
八
月
、

坪
野
の
村
山
嘉
久
治
宅
を
借
り
て
坪

野
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　
明
治
二
卜
年
十
月
、
現
在
地
近
く

に
校
舎
を
新
築
し
、
卜
布
川
地
区
の

初
等
教
育
を
担
っ
て
き
た
。

　
現
在
取
り
壊
し
中
の
校
舎
は
、
昭

和
二
十
五
年
二
〇
八
万
円
で
建
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
百
人
以
上
い
た
児
童
も
過
疎
化
の

進
行
に
よ
り
激
減
し
、
昭
和
五
十
六

年
の
閉
校
時
に
は
五
人
し
か
い
な
か

っ
た
。

　
昭
和
五
年
、
坪
野
小
学
校
の
児
聡

教
員
・
地
区
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て

朝
目
山
公
園
が
作
ら
れ
た
。

　
公
園
に
は
、
昭
和
五
年
建
立
の
明

’

川　ソ
で　リ

引に
張載
つ　せ
た　ら

oれ
　　た
　　石
　　は
　　地
　　区
　　民

コ

　
盗
っ
人
祭
り

　
諏
訪
神
社
境
内
に
鎮
座
し
て
い
る

石
祠
（
卜
二
神
社
）
に
伝
わ
る
祭
り

で
、
卜
月
十
H
、
チ
ど
も
た
ち
は
ど

こ
の
家
の
成
物
（
果
物
）
を
取
っ
て

も
良
か
っ
た
。

　
こ
の
石
祠
は
坪
野
と
赤
倉
の
境
に

馨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　誓醜

　　　　　　　鰯』懸訟＞1，霞

　　　　　驚、．．戚、．

　　　　朝日山公園に建立されている誓忠碑（右）と・

　　　　公園までの浴道は桜並木が整備されている

近
い
十
二
谷
に
あ
っ
た
も
の
で
、
】

人
の
農
民
が
十
二
谷
か
ら
諏
訪
神
社

境
内
に
移
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
祭
り

で
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

画
馴
劃

　
い
つ
の
時
代
か
わ
か
ら
な
い
が
、

あ
る
金
．
山
か
ら
逃
げ
出
し
た
兄
弟
と
、

二
人
を
助
け
た
番
人
小
屋
の
娘
が
坪

野
に
た
ど
り
つ
い
た
。

　
娘
を
セ
人
と
し
て
兄
弟
は
よ
く
働

き
、
東
川
を
隔
て
て
右
岸
に
兄
、
左

岸
に
弟
が
住
み
、
女
は
別
の
所
へ
屋

敷
を
建
て
た
。

　
や
が
て
女
と
弟
が
死
に
、
弟
の
妻

は
子
ど
も
を
連
れ
て
ど
こ
か
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
兄
に
は
！
r
ど
も
が
な
く
、
弟
の
子

ど
も
に
財
産
を
継
が
せ
た
い
と
思
い
、

あ
る
所
に
財
産
を
埋
め
て
、
弟
の
子

ど
も
を
探
し
に
出
か
け
た
。

　
そ
の
埋
蔵
地
を
示
す
歌
が
「
朝
目

さ
し
池
に
影
さ
す
南
天
に
黄
金
の
花

の
秋
の
夕
暮
れ
」
で
あ
る
。

　
伝
説
の
一
つ
と
し
て
語
り
継
が
れ

て
き
た
が
、
今
で
も
屋
敷
跡
と
い
わ

れ
る
場
所
か
ら
茶
碗
や
皿
の
破
片
が

出
上
す
る
。

　
こ
の
伝
説
の
謎
を
解
く
こ
と
は
、

坪
野
の
歴
史
に
新
た
な
ぺ
ー
ジ
を
加

え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
口
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
で
約

し
ト
六
歳
、
女
性
で
約
八
卜
二
歳
と

世
界
有
数
の
長
寿
国
で
す
。

　
戦
前
と
比
較
し
て
、
わ
ず
か
κ
卜

年
の
間
に
一
r
歳
以
L
も
平
均
寿
命

が
延
び
ま
し
た
．

　
急
速
な
高
齢
化
は
八
ノ
後
ま
す
ま
す

進
展
し
、
高
齢
κ
福
祉
は
屯
要
な
行

政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
高
齢
化
率
は
県
よ
り

ト
年
、
国
よ
り
も
．
、
．
卜
年
先
行
し
て

い
る
と
、
，
口
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
人
口
に
対
す
る
六
卜
歳
以
L
の

方
の
占
め
る
割
合
は
．
．
．
し
・
κ
％
で
、

κ
人
に
．
、
人
が
六
卜
歳
以
L
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
卜
年

後
に
は
六
卜
歳
以
L
の
方
が
ん
O
％

近
く
を
占
め
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
超
高
齢
化
町
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
来
年
度
か
ら
特
別
養
讃

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
重
定
し
て
お

り
、
高
齢
者
福
祉
の
中
核
施
設
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
人
生
八
卜
年
時
代
を
迎
え
、
い
か

に
し
て
楽
し
い
老
後
を
送
る
か
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
亜
要
な
課
題

と
な
り
ま
し
た
，

　
現
役
で
農
作
業
を
し
て
い
る
方
も

年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
仕
肇
壁
を
守

り
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
が
長
寿
へ

の
酔
粥
．
歩
で
す
。

　
ま
た
、
適
度
な
運
動
や
仕
事
・
趣

味
を
持
つ
こ
と
は
、
ボ
ケ
防
止
に
も

な
り
ま
す
。

　
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
積
極
的

に
や
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
松
之
山
町
に
は
九
レ
歳
以
L
の
方

が
一
九
名
お
ら
れ
、
最
高
齢
者
は
天

水
越
の
福
原
タ
マ
さ
ん
で
満
一
〇
、
一

歳
（
明
治
．
一
卜
一
年
生
ま
れ
）
で
す
。

　
敬
老
の
H
に
は
町
と
県
か
ら
、
七

ト
ヒ
茂
・
又
卜
k
茂
・
し
．
．
L
茂
・

　
　
』
ル
　
　
ノ
　
　

ノ
ー
ル
　
　
ノ
ー
可
－
」
ル

一
〇
〇
歳
以
L
の
方
々
に
祝
菓
チ
や

敬
老
晶
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
町
単
独
で
は
、
八
卜
歳
以
L
の
方

方
に
布
団
カ
バ
ー
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
健
康
に
は
ト
分
気
を
つ
け
て
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。

「
松
之
山
町
の
高
齢
者
紹
介

①
福
原
タ
マ
さ
ん
　
満
㎜
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
隠
居
）

②
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん
　
9
5
歳

　
　
　
　
　
　
（
小
谷
油
屋
）

③
久
保
田
ヲ
ヨ
さ
ん
　
9
5
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
旧

④
山
H
ト
メ
さ
ん
　
　
9
4
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
倉

⑤
佐
藤
マ
チ
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
越

⑥
村
山
カ
ネ
さ
ん
　
　
9
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
赤
倉

⑦
小
野
塚
一
平
さ
ん
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
（
東
川

松之山町における高齢者数

4月1日現在の松之山町の人口　　3，793人

柿　　 惣
0）　　　兵

木　　　工

新
屋
）

し
も
）

60歳以上の人口 1，423人 37．5％

65歳　　〃 1，008人 26．6％

70歳　　　〃 667人 17．6％

L」

⑧
高
橋
ツ
ル
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
島

⑨
村
山
ハ
ル
さ
ん
　
　
9
2
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

西
）

隠
居

⑩
久
保
田
和
七
さ
ん
　
92
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
之
山

⑪
久
保
田
コ
ヨ
さ
ん
　
9
1
歳

　
　
　
　
　
　
（
新
田
　
重
兵
工
）

⑫
高
橋
マ
ン
さ
ん
　
　
9
1
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
）
．

⑬
丸
山
サ
イ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
東
川
　
は
ず
れ
）

⑭
村
山
ヨ
シ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
湯
山
中
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
発
…
）

⑮
高
橋
シ
チ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
天
水
島
門
七
）

⑯
村
山
貞
治
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
内
名
東
屋
）

⑰
村
山
マ
ッ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
橋
譜
新
屋
）

⑱
小
野
塚
ソ
メ
さ
ん
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
藤
内
名
重
屋
）

⑲
志
賀
キ
ョ
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
五
十
子
平
　
端
）

　
※
九
月
一
日
現
在
満
九
十
歳
以
上

　
　
の
方
々
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
※
⑦
小
野
塚
一
平
さ
ん
は
九
月
四

　
　
H
死
亡
さ
れ
ま
し
た
。

今年の町高齢者スポーツ大会より
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郡
少
年
野
球
大
会

　
八
月
卜
八
H
浦
川
原
村
で
開
催
さ

れ
た
、
郡
少
年
野
球
親
善
人
会
に
松

之
山
町
か
ら
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
の
は
公
民
館
ヒ
催
の
野

球
教
室
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
教
室
に
は
町
内
の
小
学
校
四
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
の
．
．
卜
八
名
が
集

ま
り
、
七
月
か
ら
毎
週
日
曜
H
の
午

後
練
習
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
雨
の
H
が
多
く
満
足
な
練

習
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ど

も
た
ち
は
肖
．
ハ
剣
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　
大
会
の
成
績
は
．
．
戦
二
敗
で
し
た

が
、
練
習
疑
の
違
い
を
考
え
れ
ば
人

健
闘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
も
教
室
に
参
加
し
て
ね
。

翻
」
．

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
八
月
一
．
一
日
・
四
日
と
L
越
市
を
会

場
に
、
欣
弔
一
．
一
囲
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
江
津
高
校
で
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
た
松
之
山

チ
ー
ム
は
、
♪
選
ブ
ロ
ッ
ク
、
勝
二

敗
で
決
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
め
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
高
田
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
男
女
混
合
綱
引
き
に
参
加
し

た
湯
米
心
チ
ー
ム
は
、
強
剛
チ
ー
ム

を
次
々
に
破
り
見
事
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　
来
年
は
優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

一
　
：
　

パ

　
漸
麗
’

欝
聖
ら　一

扇／
ヤ

整
喀
韓
・
．

、
辮ン

力強い引きで準優勝した湯米心チーム

婦
人
会
長
決
ま
る

　
四
月
か
ら
空
席
に
な
っ
て
い
ま
し

た
会
長
で
す
が
、
今
年
度
は
現
在
入
ム

長
代
理
と
し
て
お
骨
折
り
い
た
だ
い

て
い
ま
す
、
高
沢
静
さ
ん
か
ら
引
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
会
長
の

め
ど
が
つ
き
ま
し
た
。

　
後
半
事
業
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

ナ
。

イ4

町
駅
伝
大
会
・
健
康

　
第
卜
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会
及
び

健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
、
卜
月
卜
日
体
育

の
H
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
駅
伝
大
会
は
旧
浦
田
中
学
校
前
を

午
前
九
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内
を

ま
わ
っ
て
白
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
前

に
ゴ
…
ル
し
ま
す
。

　
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル
す
る
と
、

巳
之
ド
線
を
利
用
し
た
健
康
マ
ラ
ソ

ン
が
始
ま
り
ま
す
。

　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
当
日
受
付
け
も

　
　
　
ラ
ソ
ン
ゴ

あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
や
仲
間
同
L

で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
一
回
ス
タ
ー
ト
ト
時
．
、
．
卜
分

　
一
m
力
巳
。
現
●
．
紫

　
一
k
　
　
〆
X
ー
ノ
　
　
航
率
　
　
　
　
－
短

▼
第
二
回
ス
タ
ー
ト
ト
時
四
卜
κ
分

　　　　　▼　　　　▼
く　． 二　㌶写　 二　着写

オ）　km　l几l　km　 三　km

し回1呵く中ス小ス小
は”泊タ’隔髭タ”1脅
ン、　ノI　i　l　季交　　1　季交

／く　　・　　卜　1ギlj　ト　で氏

食官　　’　1・　’γ＝　1・　学：

圭　1殿　 臨　｛卜　 ・　｛ト

てい　　　“、￥　・　“、了　・

　　　　　　i一

　　　　　／1二　舟斐　　　　殉斐

　　　　　分

一
町
芸
能
祭
・
美
術
展

「　
卜
月
．
、
ト
し
日
（
日
）
、
町
民
体
育

館
で
町
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
、
劇
・

民
繭
・
斑
踊
・
討
吟
な
ど
が
演
じ
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
卜
月
．
、
卜
六
H
か
ら
二
十

八
日
ま
で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

町
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
・
書

道
．
写
真
・
彫
塑
r
芸
・
文
芸
な
ど

が
展
．
小
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
の
作
晶
を
出
品
し
て
み
た
い

方
は
公
民
館
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

峯
冨

驚
も

　
　
　
．
蒲
9

　
残
暑
が
残
る
八
月
二
十
二
臼
午
前
、

松
之
山
公
会
堂
で
戦
没
者
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
．
四
十
六

年
と
い
う
長
い
歳
月
が
過
ぎ
、
こ
の

問
日
本
は
戦
後
復
興
∴
尚
度
経
済
成

長
・
先
進
国
の
仲
間
入
り
と
順
調
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
年
々
増

加
し
、
戦
争
体
験
も
し
だ
い
に
風
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
切
な
夫
や
．
r
ど
も
、

兄
弟
な
ど
を
戦
争
で
亡
く
さ
れ
た
遺

弓
・

、
蚕
、

戦没者に祭詞を述べる山岸町遺族会長

族
の
方
に
と
っ
て
は
、
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
辛
い
出
来
事
と
し
て
一

生
心
に
残
り
ま
す
。

　
湾
岸
戦
争
や
世
界
各
地
で
起
き
て

い
る
粉
争
を
見
て
も
、
戦
争
の
悲
惨

　
ぐ
ヤ
　
ク
　
ヤ
　
　
　
　
　

　
の

さ
カ
オ
カ
り
ま
つ

　
戦
争
体
験
者
が
味
わ
っ
た
苫
難
の

数
々
を
、
次
世
代
に
語
り
継
ご
う
と

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
慰
霊
祭
は
八
人
の
導
師
に
よ
る
読

経
の
な
か
、
参
列
し
た
遺
族
の
皆
さ

ん
が
次
々
と
焼
香
に
立
ち
戦
没
者
の

霊
を
慰
め
圭
し
た
。

しめやかに
紫扇舞踊団戦没者慰霊祭
．ヨ、るさと公演

　
八
月
二
卜
五
目
午
前
卜
一
時
よ
り
、

町
民
体
育
館
で
紫
扇
舞
踊
団
の
ふ
る

さ
と
公
演
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
舞
踊
団
の
会
ヒ
は
紫
扇
小
醤
美

こ
と
小
H
文
．
r
さ
ん
で
、
東
川
の
中

村
（
屋
号
）
さ
ん
出
身
で
す
。

　
お
婿
さ
ん
は
湯
山
の
小
倉
（
屋
号
）

出
身
の
小
口
茂
次
さ
ん
で
、
文
ヂ
さ

ん
の
活
動
を
助
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ふ
る
さ
と
公
演
に
は
お
弟

子
さ
ん
方
が
約
κ
卜
名
ほ
ど
参
加
し
、

す
ば
ら
し
い
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
人
道
具
や
小
道
具
を
L
r
に
使
い
、

歌
に
合
わ
せ
た
衣
装
・
振
付
け
な
ど

び
っ
た
り
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
曲
目
も
私
た
ち
が
日
ご
ろ
聴
い
て

い
る
曲
が
多
く
、
観
客
は
手
拍
子
を

打
っ
た
り
い
っ
し
ょ
に
唄
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
口
さ
ん
よ
り
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
五
十
万
円
の
寄
附

が
あ
り
、
村
山
町
長
が
「
町
の
福
祉

の
た
め
大
切
に
使
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

大道具・小道具を上手に使用し踊りに華をそえました
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催
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。
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催
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。
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．
．
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が
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、
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月
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週
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後
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。
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年
は
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の
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ど
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た
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．
ハ
剣
に
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。
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会
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績
は
．
．
戦
二
敗
で
し
た

が
、
練
習
疑
の
違
い
を
考
え
れ
ば
人

健
闘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
も
教
室
に
参
加
し
て
ね
。

翻
」
．

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
八
月
一
．
一
日
・
四
日
と
L
越
市
を
会

場
に
、
欣
弔
一
．
一
囲
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
江
津
高
校
で
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
た
松
之
山

チ
ー
ム
は
、
♪
選
ブ
ロ
ッ
ク
、
勝
二

敗
で
決
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
め
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
高
田
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
男
女
混
合
綱
引
き
に
参
加
し

た
湯
米
心
チ
ー
ム
は
、
強
剛
チ
ー
ム

を
次
々
に
破
り
見
事
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　
来
年
は
優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

一
　
：
　

パ

　
漸
麗
’

欝
聖
ら　一

扇／
ヤ

整
喀
韓
・
．

、
辮ン

力強い引きで準優勝した湯米心チーム

婦
人
会
長
決
ま
る

　
四
月
か
ら
空
席
に
な
っ
て
い
ま
し

た
会
長
で
す
が
、
今
年
度
は
現
在
入
ム

長
代
理
と
し
て
お
骨
折
り
い
た
だ
い

て
い
ま
す
、
高
沢
静
さ
ん
か
ら
引
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
会
長
の

め
ど
が
つ
き
ま
し
た
。

　
後
半
事
業
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

ナ
。

イ4

町
駅
伝
大
会
・
健
康

　
第
卜
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会
及
び

健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
、
卜
月
卜
日
体
育

の
H
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
駅
伝
大
会
は
旧
浦
田
中
学
校
前
を

午
前
九
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内
を

ま
わ
っ
て
白
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
前

に
ゴ
…
ル
し
ま
す
。

　
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル
す
る
と
、

巳
之
ド
線
を
利
用
し
た
健
康
マ
ラ
ソ

ン
が
始
ま
り
ま
す
。

　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
当
日
受
付
け
も

　
　
　
ラ
ソ
ン
ゴ

あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
や
仲
間
同
L

で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
一
回
ス
タ
ー
ト
ト
時
．
、
．
卜
分

　
一
m
力
巳
。
現
●
．
紫

　
一
k
　
　
〆
X
ー
ノ
　
　
航
率
　
　
　
　
－
短

▼
第
二
回
ス
タ
ー
ト
ト
時
四
卜
κ
分

　　　　　▼　　　　▼
く　． 二　㌶写　 二　着写

オ）　km　l几l　km　 三　km

し回1呵く中ス小ス小
は”泊タ’隔髭タ”1脅
ン、　ノI　i　l　季交　　1　季交

／く　　・　　卜　1ギlj　ト　で氏

食官　　’　1・　’γ＝　1・　学：

圭　1殿　 臨　｛卜　 ・　｛ト

てい　　　“、￥　・　“、了　・

　　　　　　i一

　　　　　／1二　舟斐　　　　殉斐

　　　　　分

一
町
芸
能
祭
・
美
術
展

「　
卜
月
．
、
ト
し
日
（
日
）
、
町
民
体
育

館
で
町
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
、
劇
・

民
繭
・
斑
踊
・
討
吟
な
ど
が
演
じ
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
卜
月
．
、
卜
六
H
か
ら
二
十

八
日
ま
で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

町
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
・
書

道
．
写
真
・
彫
塑
r
芸
・
文
芸
な
ど

が
展
．
小
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
の
作
晶
を
出
品
し
て
み
た
い

方
は
公
民
館
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

峯
冨

驚
も

　
　
　
．
蒲
9

　
残
暑
が
残
る
八
月
二
十
二
臼
午
前
、

松
之
山
公
会
堂
で
戦
没
者
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
．
四
十
六

年
と
い
う
長
い
歳
月
が
過
ぎ
、
こ
の

問
日
本
は
戦
後
復
興
∴
尚
度
経
済
成

長
・
先
進
国
の
仲
間
入
り
と
順
調
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
年
々
増

加
し
、
戦
争
体
験
も
し
だ
い
に
風
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
切
な
夫
や
．
r
ど
も
、

兄
弟
な
ど
を
戦
争
で
亡
く
さ
れ
た
遺

弓
・

、
蚕
、

戦没者に祭詞を述べる山岸町遺族会長

族
の
方
に
と
っ
て
は
、
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
辛
い
出
来
事
と
し
て
一

生
心
に
残
り
ま
す
。

　
湾
岸
戦
争
や
世
界
各
地
で
起
き
て

い
る
粉
争
を
見
て
も
、
戦
争
の
悲
惨

　
ぐ
ヤ
　
ク
　
ヤ
　
　
　
　
　

　
の

さ
カ
オ
カ
り
ま
つ

　
戦
争
体
験
者
が
味
わ
っ
た
苫
難
の

数
々
を
、
次
世
代
に
語
り
継
ご
う
と

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
慰
霊
祭
は
八
人
の
導
師
に
よ
る
読

経
の
な
か
、
参
列
し
た
遺
族
の
皆
さ

ん
が
次
々
と
焼
香
に
立
ち
戦
没
者
の

霊
を
慰
め
圭
し
た
。

しめやかに
紫扇舞踊団戦没者慰霊祭
．ヨ、るさと公演

　
八
月
二
卜
五
目
午
前
卜
一
時
よ
り
、

町
民
体
育
館
で
紫
扇
舞
踊
団
の
ふ
る

さ
と
公
演
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
舞
踊
団
の
会
ヒ
は
紫
扇
小
醤
美

こ
と
小
H
文
．
r
さ
ん
で
、
東
川
の
中

村
（
屋
号
）
さ
ん
出
身
で
す
。

　
お
婿
さ
ん
は
湯
山
の
小
倉
（
屋
号
）

出
身
の
小
口
茂
次
さ
ん
で
、
文
ヂ
さ

ん
の
活
動
を
助
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ふ
る
さ
と
公
演
に
は
お
弟

子
さ
ん
方
が
約
κ
卜
名
ほ
ど
参
加
し
、

す
ば
ら
し
い
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
人
道
具
や
小
道
具
を
L
r
に
使
い
、

歌
に
合
わ
せ
た
衣
装
・
振
付
け
な
ど

び
っ
た
り
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
曲
目
も
私
た
ち
が
日
ご
ろ
聴
い
て

い
る
曲
が
多
く
、
観
客
は
手
拍
子
を

打
っ
た
り
い
っ
し
ょ
に
唄
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
口
さ
ん
よ
り
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
五
十
万
円
の
寄
附

が
あ
り
、
村
山
町
長
が
「
町
の
福
祉

の
た
め
大
切
に
使
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

大道具・小道具を上手に使用し踊りに華をそえました
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ー
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0
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そ方八
1

のに月
研よ二
修る日 ●

報韓か
告国ら
を研五
お修日
伝旅ま
え行で
しが　’

ま行町
すわ内
彦

oれ小
ま中
し学
た校
oの

　先
　生

左」L

勧

り　　に理 子　の　H
’次思なそな様本教教　に　え　教　の　ど　子　σ）育

韓
国
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
里
小
学
校
長

　
松
之
山
町
の
学
校
教
育
目
標
の
一

つ
に
、
　
「
国
際
協
調
の
精
神
に
満
ち

た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
指
導
に
当

た
る
先
生
方
の
国
際
感
覚
を
み
が
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
が
ニ
レ

一
世
紀
の
社
会
を
考
え
、
進
め
て
い

る
新
し
い
教
育
の
方
向
で
す
。

　
こ
の
度
、
町
の
教
育
推
進
事
業
の

補
助
を
受
け
、
小
中
学
校
の
先
生
方
一

に
よ
る
韓
国
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
　
］
行
は
松
坦
小
学
校
八
名
、

松
之
山
小
学
校
・
松
之
山
巾
学
校
・

教
育
委
員
会
各
一
名
の
十
一
名
で
す
。

　
一
行
は
、
八
月
二
H
に
新
潟
空
港

を
ソ
ウ
ル
ヘ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
三
日
は
、
ま
ず
ソ
ウ
ル
中
部
教
育

庁
を
訪
問
し
ま
し
た
。
李
教
育
長
さ

ん
か
ら
、
韓
国
の
小
中
学
校
教
育
の

様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、

向
上
と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
教
育
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
豊

か
な
心
を
持
っ
た
r
供
の
育
成
に
力

を
い
れ
て
い
る
こ
と
、
科
学
・
実
業

教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
い

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
教
育
と
同
じ

方
向
へ
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
李
教
育
長
さ
ん
は
、
　
「
韓
国
は
、

反
日
教
育
に
力
を
い
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
日
本
と
韓
国
の
問
に
は
、

過
去
に
お
い
て
悲
し
い
事
件
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
は
過
去

で
す
。
今
後
は
未
来
を
見
つ
め
て
、

韓
国
と
日
本
は
も
っ
と
協
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
今
後
の
両
国
の
交
流
の
あ
り
方

を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。 堀

川
幸
夫

…
ト
一
世
紀
に
生
き
る

　
　
　
　
　
学
力
の

　
教
右
庁
に
あ
る
教
育
資
料
館
に
は
、

H
本
の
植
民
地
時
代
に
受
け
た
教
育

　
　
　
　
H
本
軍
に
よ
る
支
配
の
様

ゴ
な
と
が
展
．
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
｝
つ
一
つ
が
、
当
時
の
不
合

理
な
教
育
を
忘
れ
ま
い
と
す
る
展
示

に
旧
じ
え
ま
し
た
。

　
次
に
教
育
長
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ

炉
　
教
育
委
員
会
の
バ
ス
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
校
洞
国
民
学
校
（
小
学

校
）
と
ソ
ウ
ル
人
学
校
師
範
大
学
附

属
女
チ
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
両
校
で
は
校
長
先
生
の
お
話
し
を

聞
き
、
学
校
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
家
訓
・
校
訓
を
大
切

に
し
て
い
る
教
育
、
子
供
に
目
標
を

持
た
せ
頑
張
ら
せ
て
い
る
教
育
が
印

象
的
で
し
た
。

　
未
来
の
白
分
の
姿
を
決
め
さ
せ
、

そ
の
姿
を
目
標
に
し
て
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
さ
せ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
勉
強
し
た
い
子
供
は
学
校
へ
、
朝
・

昼
．
晩
の
弁
当
を
持
っ
て
き
て
勉
強

す
る
そ
う
で
す
。

　
夏
休
み
に
訪
問
し
た
の
で
す
が
、

図
書
館
で
真
剣
に
勉
強
し
て
い
る
子

関
」
▼
、

李教育長さんから韓国の小中学校教育の様子を聞きました

　供に

出
会
い
ま
し
た
。

　
　
四
日
は
、
韓
国
独
立
記
念
館
の
見

学
を
主
目
的
に
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
一
九
八
七
年
に
開
館
し
、

　
一
般
の
観
光
ル
ー
ト
に
は
入
っ
て
い

な
い
施
設
で
す
。

　
　
一
九
八
二
年
に
お
き
た
日
本
の
歴

史
教
科
書
の
記
述
に
反
対
し
た
韓
国

民
が
、
自
分
の
お
金
を
出
し
合
っ
て

造
っ
た
建
物
で
す
。

　
日
本
か
ら
の
独
立
運
動
を
中
心
に
、

北
朝
鮮
と
の
統
一
へ
の
願
い
、
発
展

す
る
韓
国
の
姿
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
独
立
運
動
の
闘
士
が

英
雄
と
し
て
展
示
さ
れ
、
日
本
軍
の

行
為
が
鬼
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
理
解
し
か
ね
る
部
分
で

し
た
。
　
「
反
日
教
育
に
力
を
い
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
」
と
の
李
教
育
長

さ
ん
の
話
し
が
う
つ
ろ
に
思
い
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、
複
雑
な
感
情

が
残
る
記
念
館
で
し
た
。

　
五
日
に
帰
国
し
た
一
行
は
、
肌
で

感
じ
た
日
韓
関
係
を
財
産
に
、
子
供

た
ち
の
国
際
感
覚
を
少
し
で
も
伸
ば

す
教
育
が
で
き
な
い
か
検
討
を
始
め

ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
を
伸
ば
し
、
町
教
育
委

員
会
の
支
援
に
む
く
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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真
剣
に
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
環
境

　
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
の
投
げ
捨
て

等
が
年
々
増
加
し
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
商
r
会
婦
人
部
で
は
、

ゴ
ミ
問
題
の
現
状
を
深
刻
に
考
え
、

次
の
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
、
空
き
缶
の
回
収
運
動

　
）
4
又
1
－
　
　
L
－
」
　
．
　
E

　
（
巨
耳
ノ
ー
　
　
　
一
　
ノ
　
…
　
ー

　
　
　
　
　
　
十
】
月
一
日

　
○
各
集
落
の
ゴ
ミ
集
収
場
所
に
置

　
　
い
て
く
だ
さ
い
。

二
、
買
物
カ
ゴ
を
復
活
さ
せ
、
ポ
リ

　
エ
チ
レ
ン
袋
を
無
く
そ
う
運
動

　
○
毎
H
の
お
買
物
の
際
に
は
買
物

　
　
カ
ゴ
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、

　
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
を
無
く
そ

　
　
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
商
工
会
で
は
二
番
目
の
運
動
を
推

進
す
る
た
め
、
　
「
ふ
く
ろ
う
作
戦
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た

め
、
各
商
店
に
は
左
図
の
よ
う
な
手

作
り
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自買物屡

惑
謀
瞳
＼
．

臨
魯

＊
訳

芦、、さ

「ふくろう作戦」のシンボルマーク

後
悔
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

は
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
で
す

が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
六
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
く
年
金
を
受
け
ら
れ

る
分
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
し
も
有
利
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

（
受
給
）
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

①
請
求
し
た
年
齢
に
よ
っ
て
年
金
額

　
が
減
額
さ
れ
（
下
図
参
照
）
、
し

　
か
も
そ
の
減
額
率
は
生
涯
続
き
ま

　
す
。

②
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
、

　
そ
の
期
間
支
給
は
停
止
ざ
れ
ま
す
。

③
寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い
ま
す
。

④
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
障
害
基
礎

　
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
・
退

　
職
共
済
年
金
は
支
給
停
止
と
な
り

　
ま
す
。

　
と
い
う
制
約
が
発
生
し
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
講
求
（
受
給
）
を
希
望
す
る

場
合
は
、
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
よ
く
考
え
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

繰
り
下
げ
支
給

　
老
齢
基
礎
年
金
を
、
六
十
六
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
受
け
る
こ
と
を
繰
り
下

げ
支
給
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
場
含
、
本
来
の
年
金
額
（
付

加
年
金
を
含
む
）
に
、
支
給
開
始
年

齢
に
応
じ
た
加
算
が
あ
り
、
生
涯
増

額
さ
れ
た
ま
ま
支
給
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
加
算
割
合
は
、
六
十
六
歳
で
十
二

％
、
六
十
七
歳
で
二
十
六
％
、
六
十

八
歳
で
四
十
三
％
、
六
十
九
歳
で
六

十
四
％
、
七
十
歳
以
上
で
八
十
八
％

に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る

場
合
は
、
事
前
に
届
出
を
す
る
必
要

が
な
く
、
六
十
六
歳
を
過
ぎ
て
、
あ

な
た
が
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
よ
う

と
思
っ
た
と
き
に
、
繰
り
下
げ
て
支

給
を
受
け
る
旨
を
記
入
し
て
請
求
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
場
合
、
繰
り
下
げ
請
求
を
し

た
月
の
翌
月
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
長
寿
社
会
に
か
か
せ
な
い
年
金
で

す
が
、
六
十
五
歳
を
基
準
に
減
額
さ

れ
た
り
増
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
支
給
開
始
年
齢
を
選
択
す
る
の
は

あ
な
た
で
す
が
、
一
生
の
問
題
と
し

て
十
分
に
考
え
て
か
ら
請
求
（
受
給
）

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5％

一42％

歳
5 （瀬）　702，000円

歳
4 624，800円 減一11％

歳 561，600円 、減額L20％

6
歳 505，400円 減額一28％

歳　456，300円 減額11－3

歳
　　　　　　　　　　遼407，200円　減額

注）60歳までの全期間保険料を納めた場合の年金額です。
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ー
8
0
1

そ方八
1

のに月
研よ二
修る日 ●

報韓か
告国ら
を研五
お修日
伝旅ま
え行で
しが　’

ま行町
すわ内
彦

oれ小
ま中
し学
た校
oの

　先
　生

左」L

勧

り　　に理 子　の　H
’次思なそな様本教教　に　え　教　の　ど　子　σ）育

韓
国
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
里
小
学
校
長

　
松
之
山
町
の
学
校
教
育
目
標
の
一

つ
に
、
　
「
国
際
協
調
の
精
神
に
満
ち

た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
指
導
に
当

た
る
先
生
方
の
国
際
感
覚
を
み
が
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
が
ニ
レ

一
世
紀
の
社
会
を
考
え
、
進
め
て
い

る
新
し
い
教
育
の
方
向
で
す
。

　
こ
の
度
、
町
の
教
育
推
進
事
業
の

補
助
を
受
け
、
小
中
学
校
の
先
生
方
一

に
よ
る
韓
国
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
　
］
行
は
松
坦
小
学
校
八
名
、

松
之
山
小
学
校
・
松
之
山
巾
学
校
・

教
育
委
員
会
各
一
名
の
十
一
名
で
す
。

　
一
行
は
、
八
月
二
H
に
新
潟
空
港

を
ソ
ウ
ル
ヘ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
三
日
は
、
ま
ず
ソ
ウ
ル
中
部
教
育

庁
を
訪
問
し
ま
し
た
。
李
教
育
長
さ

ん
か
ら
、
韓
国
の
小
中
学
校
教
育
の

様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、

向
上
と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
教
育
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
豊

か
な
心
を
持
っ
た
r
供
の
育
成
に
力

を
い
れ
て
い
る
こ
と
、
科
学
・
実
業

教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
い

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
教
育
と
同
じ

方
向
へ
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
李
教
育
長
さ
ん
は
、
　
「
韓
国
は
、

反
日
教
育
に
力
を
い
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
日
本
と
韓
国
の
問
に
は
、

過
去
に
お
い
て
悲
し
い
事
件
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
は
過
去

で
す
。
今
後
は
未
来
を
見
つ
め
て
、

韓
国
と
日
本
は
も
っ
と
協
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
今
後
の
両
国
の
交
流
の
あ
り
方

を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。 堀

川
幸
夫

…
ト
一
世
紀
に
生
き
る

　
　
　
　
　
学
力
の

　
教
右
庁
に
あ
る
教
育
資
料
館
に
は
、

H
本
の
植
民
地
時
代
に
受
け
た
教
育

　
　
　
　
H
本
軍
に
よ
る
支
配
の
様

ゴ
な
と
が
展
．
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
｝
つ
一
つ
が
、
当
時
の
不
合

理
な
教
育
を
忘
れ
ま
い
と
す
る
展
示

に
旧
じ
え
ま
し
た
。

　
次
に
教
育
長
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ

炉
　
教
育
委
員
会
の
バ
ス
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
校
洞
国
民
学
校
（
小
学

校
）
と
ソ
ウ
ル
人
学
校
師
範
大
学
附

属
女
チ
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
両
校
で
は
校
長
先
生
の
お
話
し
を

聞
き
、
学
校
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
家
訓
・
校
訓
を
大
切

に
し
て
い
る
教
育
、
子
供
に
目
標
を

持
た
せ
頑
張
ら
せ
て
い
る
教
育
が
印

象
的
で
し
た
。

　
未
来
の
白
分
の
姿
を
決
め
さ
せ
、

そ
の
姿
を
目
標
に
し
て
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
さ
せ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
勉
強
し
た
い
子
供
は
学
校
へ
、
朝
・

昼
．
晩
の
弁
当
を
持
っ
て
き
て
勉
強

す
る
そ
う
で
す
。

　
夏
休
み
に
訪
問
し
た
の
で
す
が
、

図
書
館
で
真
剣
に
勉
強
し
て
い
る
子

関
」
▼
、

李教育長さんから韓国の小中学校教育の様子を聞きました

　供に

出
会
い
ま
し
た
。

　
　
四
日
は
、
韓
国
独
立
記
念
館
の
見

学
を
主
目
的
に
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
一
九
八
七
年
に
開
館
し
、

　
一
般
の
観
光
ル
ー
ト
に
は
入
っ
て
い

な
い
施
設
で
す
。

　
　
一
九
八
二
年
に
お
き
た
日
本
の
歴

史
教
科
書
の
記
述
に
反
対
し
た
韓
国

民
が
、
自
分
の
お
金
を
出
し
合
っ
て

造
っ
た
建
物
で
す
。

　
日
本
か
ら
の
独
立
運
動
を
中
心
に
、

北
朝
鮮
と
の
統
一
へ
の
願
い
、
発
展

す
る
韓
国
の
姿
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
独
立
運
動
の
闘
士
が

英
雄
と
し
て
展
示
さ
れ
、
日
本
軍
の

行
為
が
鬼
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
理
解
し
か
ね
る
部
分
で

し
た
。
　
「
反
日
教
育
に
力
を
い
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
」
と
の
李
教
育
長

さ
ん
の
話
し
が
う
つ
ろ
に
思
い
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、
複
雑
な
感
情

が
残
る
記
念
館
で
し
た
。

　
五
日
に
帰
国
し
た
一
行
は
、
肌
で

感
じ
た
日
韓
関
係
を
財
産
に
、
子
供

た
ち
の
国
際
感
覚
を
少
し
で
も
伸
ば

す
教
育
が
で
き
な
い
か
検
討
を
始
め

ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
を
伸
ば
し
、
町
教
育
委

員
会
の
支
援
に
む
く
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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真
剣
に
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
環
境

　
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
の
投
げ
捨
て

等
が
年
々
増
加
し
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
商
r
会
婦
人
部
で
は
、

ゴ
ミ
問
題
の
現
状
を
深
刻
に
考
え
、

次
の
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
、
空
き
缶
の
回
収
運
動

　
）
4
又
1
－
　
　
L
－
」
　
．
　
E

　
（
巨
耳
ノ
ー
　
　
　
一
　
ノ
　
…
　
ー

　
　
　
　
　
　
十
】
月
一
日

　
○
各
集
落
の
ゴ
ミ
集
収
場
所
に
置

　
　
い
て
く
だ
さ
い
。

二
、
買
物
カ
ゴ
を
復
活
さ
せ
、
ポ
リ

　
エ
チ
レ
ン
袋
を
無
く
そ
う
運
動

　
○
毎
H
の
お
買
物
の
際
に
は
買
物

　
　
カ
ゴ
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、

　
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
を
無
く
そ

　
　
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
商
工
会
で
は
二
番
目
の
運
動
を
推

進
す
る
た
め
、
　
「
ふ
く
ろ
う
作
戦
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た

め
、
各
商
店
に
は
左
図
の
よ
う
な
手

作
り
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自買物屡

惑
謀
瞳
＼
．

臨
魯

＊
訳

芦、、さ

「ふくろう作戦」のシンボルマーク

後
悔
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

は
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
で
す

が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
六
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
く
年
金
を
受
け
ら
れ

る
分
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
し
も
有
利
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

（
受
給
）
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

①
請
求
し
た
年
齢
に
よ
っ
て
年
金
額

　
が
減
額
さ
れ
（
下
図
参
照
）
、
し

　
か
も
そ
の
減
額
率
は
生
涯
続
き
ま

　
す
。

②
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
、

　
そ
の
期
間
支
給
は
停
止
ざ
れ
ま
す
。

③
寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い
ま
す
。

④
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
障
害
基
礎

　
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
・
退

　
職
共
済
年
金
は
支
給
停
止
と
な
り

　
ま
す
。

　
と
い
う
制
約
が
発
生
し
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
講
求
（
受
給
）
を
希
望
す
る

場
合
は
、
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
よ
く
考
え
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

繰
り
下
げ
支
給

　
老
齢
基
礎
年
金
を
、
六
十
六
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
受
け
る
こ
と
を
繰
り
下

げ
支
給
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
場
含
、
本
来
の
年
金
額
（
付

加
年
金
を
含
む
）
に
、
支
給
開
始
年

齢
に
応
じ
た
加
算
が
あ
り
、
生
涯
増

額
さ
れ
た
ま
ま
支
給
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
加
算
割
合
は
、
六
十
六
歳
で
十
二

％
、
六
十
七
歳
で
二
十
六
％
、
六
十

八
歳
で
四
十
三
％
、
六
十
九
歳
で
六

十
四
％
、
七
十
歳
以
上
で
八
十
八
％

に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る

場
合
は
、
事
前
に
届
出
を
す
る
必
要

が
な
く
、
六
十
六
歳
を
過
ぎ
て
、
あ

な
た
が
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
よ
う

と
思
っ
た
と
き
に
、
繰
り
下
げ
て
支

給
を
受
け
る
旨
を
記
入
し
て
請
求
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
場
合
、
繰
り
下
げ
請
求
を
し

た
月
の
翌
月
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
長
寿
社
会
に
か
か
せ
な
い
年
金
で

す
が
、
六
十
五
歳
を
基
準
に
減
額
さ

れ
た
り
増
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
支
給
開
始
年
齢
を
選
択
す
る
の
は

あ
な
た
で
す
が
、
一
生
の
問
題
と
し

て
十
分
に
考
え
て
か
ら
請
求
（
受
給
）

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
年
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6、福利厚生　各種保険、退職金制度あり

7、採用日平成4年4月
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｝一　 麹秘

塾

＼

赤いハッピ姿が華やかな女性みこし（松之山祭り）

9月B日松之山ライオンズクラブの皆さんが一人暮らし
老人家庭へ弁当をプレゼントしました。

盟今月号の話題聾
松之山祭り…　　　　　　　　　　一2

農業委員決まる一…　　　　　　　一3

9月定例議会…　　　　　　　　　一4

平成2年度決算一…　　　　　　　一5

一日農政局松之山で開催一　　　　一6

9月のフォトニュース…　　　・8・9
集落探訪（中立山）…　　　　　　・・10

公民館だより・…　　　　　　　　　¢12

．土曜閉庁
9月14日・28日
10月12日・26日

※出生・死亡・婚姻の届はできます

鐸諏

穣

▽煙

脅

おめでた（出生）　　　　　　　（生年月m

仁美ちゃん　相沢　誠さんの長女（松之山）3・7・25

理美ちゃん　久保田雅夫さんの二女（曽根）3・7・31

由貴ちゃん　村山隆次さんの二女（松之山〉3・8・22

　2年B組
小堺健一君

（北浦田　ぎえん）

お《鞄み（露亡）

保坂タツさん　98歳（松口）富勢屋

※8月1日から31日までの届出分です。

（タピ亡‘二卜月H）
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談
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役
場
）

　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
さ
わ
や
か
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口
　
農
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候
補
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定
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会
臨
時
会
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日
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ハ
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リ
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（
合
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）
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農
業
委
員
選
挙

鉤
H
　
9
月
｛
疋
例
議
会
（
．
†
定
）

　3年B組
佐藤龍治君

（松之山　善助）

　
㍉
ノ「
～
燃
》

㌦
t
■
」

旨
奪
イ

25分閥で鉛筆を持つ手を書きました、、

鉛筆を持つ指σ）感じがむずかしかったです。

醒
イ
げ／

／

〆－

ヴ

で
鷲

）／

25分問でベンを持つfを、llきました。
f（ノ）“ノlf本尼く。■＼ン（ノ）一ノN・を昌IJ一σ）カリノー」ごカ・し

かったで」 。

▼
8
月
の
で
き
ご
と

3
口
　
真
夏
か
ま
く
ら
塾

　
　
　
　
（
5
日
ま
で
浦
田
）
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口
　
　
」
賦
候
補
．
r
｛
疋
以
白
漁
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へ
云
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口
　
肖
．
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夏
の
弔
，
ま
つ
り
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日
　
町
民
ミ
、
一
7
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人

　
　
会

22

日
戦
没
者
慰
霊
祭

24

ロ
　
リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム

26
日
　
町
．
長
・
町
議
選
挙
告
．
小

制
目
　
町
長
選
挙 ＿～ノ　＼
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町
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ノ
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総
人
目
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男
／

　
　
女
／

世
帯
数
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）
内
は

▲
は
減

八 ・一　㌧．の
月　’　’　”人
。、 ・九八ヒ　　　　　ロ日六壬四六
と五／く一臼Ll

の一一一一比▲▲▲尭
較璽じきき

　
．
長
．
雨
と
冷
夏
が
続
き
、
今
年
の

作
況
指
数
は
九
七
レ
．
や
や
、
不
良
で

す
が
、
雪
解
け
と
と
も
に
始
ま
っ

た
農
作
業
も
、
実
り
の
秋
を
よ
う

や
く
迎
え
ま
し
た
。

　
豊
作
を
祈
願
す
る
秋
祭
り
も
あ

ち
．
」
ち
の
集
落
で
行
わ
れ
、
祭
り

が
終
る
と
　
年
ヂ
、
一
番
忙
し
い
稲

刈
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　
松
之
山
て
も
機
械
化
が
著
し
く

進
み
、
人
候
を
気
に
し
な
が
ら
の

作
業
と
な
り
ま
キ
。

　
托
月
・
卜
月
レ
蒜
哨
．
大
の
口
が
続

を
、
、
笑
顔
で
収
穫
を
祝
い
た
い
も

の
で
す
ね
。

　
ま
た
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
f

分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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